
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）

一
三
八
　
（
四
六
四
）

八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造

角
　
　
　
山

栄

　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
し
　
が
　
ぎ

　
本
稿
は
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
と
そ
ｏ
変
化
の
あ
と
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
発
展

が
ど
の
よ
う
に
貿
易
面
に
投
影
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
八
世
紀
前
期
は
い
わ
ゆ

る
重
商
主
義
体
制
の
最
盛
期
で
あ
り
、
一
八
世
紀
末
は
産
業
革
命
の
成
果
が
急
速
な
生
産
力
の
上
昇
を
示
し
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
産
業

－
貿
星
構
造
を
い
ち
じ
る
し
く
変
革
し
つ
つ
あ
っ
た
と
き
に
当
る
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
最
新
の
成
果
に
よ
っ
て
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
（
正
し
く
は
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
）
の
輸
出
入
統
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

を
示
し
た
の
が
笏
一
表
で
あ
る
。
策
一
表
を
一
見
し
て
明
ら
か
な
点
は
、
一
八
世
紀
前
半
は
必
ず
し
も
順
調
な
貿
場
の
拡
大
が
み
ら

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
輸
出
入
と
も
総
体
的
に
は
停
滞
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
わ
れ
わ
れ
が
別
稿
に
お

い
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
一
八
世
紀
前
期
は
い
わ
ゆ
る
重
商
主
義
的
保
護
政
策
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貿
場
面
に
お
い
て
も
一
種
の
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

況
期
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
七
四
〇
年
代
の
終
り
頃
か
ら
明
ら
か
に
貿
場
の
発
展
が
み
ら

れ
る
。
そ
し
て
産
業
革
命
が
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ
る
一
七
六
〇
年
頃
に
は
、
一
八
世
紀
の
は
じ
め
と
比
べ
て
貫
場
額
は
ほ
ぼ
二
倍
と

衣
っ
て
い
る
。
そ
の
後
ア
メ
リ
ヵ
独
立
戦
争
中
に
は
一
時
的
下
落
が
み
ら
れ
る
が
、
一
七
八
○
年
代
及
び
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
毛



エウトソラグソ
表

イ
計

（
統

ス
入

リ
出

ギ
輸
一

イ
の
一

紀
）
一

世
ズ

ー
８
ル
ー
）

４
　
　
考

ま１　
　
備

第
‘
」

　
　
出

　
　
輸

　
　
の

　
　
品

　
　
製

　
　
内

　
　
国

出
入
ス
出

　
　
リ
輸

　
　
ギ

輸
輸
イ
再

－３

）〇
一

１
）

（

）
）
）

２
　
　
　
４

■
‘
‘

戸

／

　
ｖ　

ノ
　
、

仙

３
５

３
０

２
５

２
０

１
５

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
（
角
山
） 　

　
一
－

　
　
、
／

　
　
ｒ

１
Ｏ
　
　
．
５

　
一
阜
柿
山
甲
Ｂ
万
ポ
ン
、
卜

００８１５９０９５８０８
Ｆ
コ７０７５６０６５５０５５４０４

ら
－

３０３５２０

「
工

５１０１５００７１

っ
と
も
急
斜
面
的
な
上
昇
カ
ー
ブ
を
描
い
て
お
り
、
産
業
革
命

の
貿
易
面
へ
の
影
響
は
こ
の
時
代
に
こ
そ
も
っ
と
も
集
中
的
に

看
取
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
八
世
紀

中
を
つ
う
じ
て
再
輸
出
を
含
め
た
輸
出
総
額
は
、
た
え
ず
輸
入

総
額
を
上
廻
っ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
貿
易
収
入
の
増
加
を
つ
う

じ
て
の
資
本
の
蓄
積
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
き
わ
め
て
有
利
に
展
開

し
つ
つ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
の
ち
に

も
の
べ
る
よ
う
に
再
検
討
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
は
じ
め
に
の
べ
た
趣
旨
に
し
た
が

っ
て
、
重
商
主
義
の
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
な
し
て
い
た
と
忠
わ
れ

る
一
八
世
紀
初
頭
の
貿
易
構
造
と
、
産
業
革
命
に
突
入
し
て
生

産
な
ら
び
に
貿
易
が
飛
躍
的
に
発
展
し
つ
つ
あ
っ
た
一
八
世
紀

末
の
貿
易
構
造
と
を
対
照
し
つ
つ
、
そ
○
問
の
貿
場
構
造
の
変

化
を
貿
場
統
計
に
依
拠
し
つ
つ
の
べ
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ

る
が
、
こ
の
時
代
の
貿
場
統
計
表
を
利
用
す
る
に
当
っ
て
、
そ

れ
が
も
つ
特
徴
と
限
界
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
史
料
批
判
的
に
検

討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
（
四
六
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
　
（
四
六
六
）

註
（
１
）
　
ヨ
｛
墨
ぎ
亭
｝
ｏ
ｏ
ｑ
｝
ｏ
ｏ
争
ｑ
８
勺
ｏ
汁
實
一
■
秦
奏
３
０
ミ
葛
“
§
『
、
ｓ
き
望
ミ
“
り
、
、
的
・
室
篭
、
皇
ミ
・
（
岩
３
）
弓
、
巨
、
。
。
Ｈ
・
－
串

　
（
２
）
　
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
一
八
世
紀
前
期
は
不
況
期
か
」
経
済
理
論
、
六
二
号
。
但
し
、
最
近
一
八
世
紀
前
期
不
況
説
に
対
す
る
有
力
た
反
論
が
あ

　
　
　
ら
わ
れ
た
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
＞
・
甲
言
｝
Ｐ
．
＞
。
。
潟
Ｏ
♂
Ｏ
｛
冒
品
旨
｝
■
８
目
Ｏ
昌
｛
Ｏ
○
、
。
ミ
亭
｛
、
一
亭
。
ヨ
、
。
。
汁
｝
、
岸
。
｛

　
　
　
葦
■
菅
庁
§
亭
Ｏ
邑
；
＜
．
専
§
§
頁
目
ら
簑
・
；
昌
・
■
○
（
嚢
Ｈ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
八
世
紀
の
貿
易
統
計
の
史
料
的
価
値

　
　
　
－
　
貿
房
統
計
の
目
的
　
　
国
際
収
支
の
観
点

　
こ
こ
で
利
用
さ
れ
る
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
場
統
計
は
、
輸
出
入
の
貿
身
総
監
（
｛
易
君
９
冒
由
竃
胃
巴
）
と
し
て
知
ら
れ
た
役

人
の
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
数
字
は
す
べ
て
つ
ぎ
の
二
つ
の
原
資
料
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
『
イ
ソ
グ
ラ
ソ

ド
の
輸
出
入
台
帳
、
一
六
九
七
－
一
七
八
○
』
　
－
＆
鷺
富
ｏ
｛
Ｈ
昌
り
冒
試
竃
ｑ
向
■
り
冒
ａ
◎
｛
向
長
庁
己
彗
ｑ
オ
巴
ｏ
。
。
守
◎
昌
室
竃

８
Ｈ
轟
９
他
は
『
イ
ギ
リ
ス
の
航
海
、
商
業
、
収
入
の
状
態
に
か
ん
す
る
報
告
書
、
一
七
七
二
１
』
　
内
８
冒
ａ
ｇ
艘
¢
ｃ
ｏ
冨
８
◎
｛

艘
¢
オ
ｐ
く
赫
Ｐ
饒
◎
Ｐ
Ｏ
◎
昌
昌
ｏ
昌
９
四
づ
ｑ
射
ｏ
く
¢
目
自
窃
◎
｛
０
５
註
団
｛
＄
ぎ
｛
冒
艘
¢
｝
¢
ｐ
Ｈ
ｏ
ｏ
ミ
Ｓ
ｏ
箏
オ
｝
Ｈ
Ｏ
ｏ
ｏ
　
で
あ
る
。
　
そ
し
て

こ
の
二
つ
の
数
列
は
オ
ー
ヴ
ァ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
た
め
に
、
全
一
八
世
紀
に
つ
い
て
の
連
続
的
数
列
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
と

い
っ
て
も
、
こ
ん
に
ち
の
水
準
か
ら
み
れ
ば
、
も
と
よ
り
統
計
ン
、
れ
自
身
に
は
少
な
か
ら
ず
欠
陥
が
口
に
つ
く
け
れ
ど
も
、
当
時
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
て
は
フ
ラ
ソ
ス
や
オ
ラ
ソ
ダ
に
も
ま
だ
こ
れ
だ
け
の
ま
と
ま
っ
た
貿
場
統
計
は
な
く
、
先
進
因
イ
ギ
リ
ス
の
面
目
を
伺
う
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
歴
史
家
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
一
七
世
紀
末
に
お
い
て
輸
出
入
貿
場
総
監
が
任
命
さ
れ
貿
場
統
計
が
作
成
さ
れ
た
本
米
の
□
的
は
、
イ
ギ
リ
ス

と
他
国
民
と
の
国
際
収
支
に
つ
い
て
の
知
識
を
提
供
す
る
と
い
う
重
商
主
義
的
バ
ラ
ソ
ス
政
策
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
　
『
輸
出



入
台
帳
』
は
貿
易
さ
れ
た
個
六
の
商
品
を
細
か
な
品
目
に
分
け
た
上
で
、
そ
れ
ら
の
商
品
の
輸
出
・
輸
入
先
を
国
別
に
分
瓢
し
、
そ

し
て
た
い
て
い
の
場
合
、
そ
れ
ら
の
商
品
の
数
量
と
単
価
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
個
六
の
国
民
と
の
貿
場
額
と
バ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ソ
ス
を
算
出
す
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
目
的
に
て
ら
す
か
ぎ
り
、
第
一
表
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
各
国
別
の
バ
ラ
ソ
ス
は
と
も
か
く
、
全
体
と
し
て
、
多

く
の
年
に
お
い
て
輸
出
総
額
は
輸
入
総
額
よ
り
も
大
で
あ
っ
て
、
数
字
の
上
で
は
一
応
所
期
の
日
的
は
達
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

え
る
。
け
れ
ど
も
、
実
は
輸
出
入
の
数
字
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
か
ら
く
り
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
輸
出
の
数
字
は
外
国
の
港
で
引

渡
さ
れ
る
と
き
の
商
品
の
価
値
、
つ
ま
り
保
険
料
と
運
送
費
を
含
ん
だ
価
値
で
あ
り
、
一
方
輸
入
の
数
字
は
、
外
国
に
お
け
る
出
港

の
と
き
の
価
値
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
保
険
料
や
運
送
費
の
コ
ス
ト
を
含
ん
で
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
輸
出
入
台
帳
』
は
国
際
収
支
の
如
識
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
貿
場
外
勘
定
を
正
し
く
把
え
て
い
な
い
こ
と
の
ほ
か
、
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

ぎ
の
よ
う
な
勘
定
も
考
慮
外
に
お
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ウ
ソ
ド
ラ
ソ
ド
の
海
岸
で
イ
ギ
リ
ス
人
漁
犬
が
補
獲
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

た
魚
を
直
接
外
因
人
に
販
売
し
て
え
た
所
得
と
か
、
イ
ギ
リ
ス
船
舶
が
外
国
の
港
問
の
運
送
で
え
た
運
送
費
、
外
国
船
舶
に
対
す
る

イ
ギ
リ
ス
の
保
険
契
約
料
、
海
外
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
役
人
や
代
理
人
の
所
得
、
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
に
住
む
ア
ィ
ー
レ
ラ
ソ
ド
や
植
民
地

地
主
の
収
入
の
ご
と
き
貿
易
外
収
入
が
無
視
さ
れ
る
一
方
、
貿
房
外
支
出
で
は
、
植
民
地
で
建
造
さ
れ
、
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
に
住
む
商

人
な
ど
に
販
売
さ
れ
た
船
舶
、
あ
る
い
は
イ
ギ
リ
ス
の
株
式
を
所
有
す
る
外
人
株
主
へ
の
配
当
支
払
に
つ
い
て
も
ま
っ
た
く
考
慮
が

　
　
　
　
　
　
（
５
）

払
わ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
う
し
て
、
一
八
世
紀
の
貿
場
統
計
が
そ
の
意
図
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
収
支
の
考
察
に
は
ほ
と
ん
ど
直
接
役
立
ち
え
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
場
構
造
（
角
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
一
　
（
四
六
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
二
　
（
四
六
八
）

註
（
１
）
　
た
だ
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
に
は
一
七
三
八
年
な
い
し
三
九
年
か
ら
詳
し
い
貿
易
統
計
が
存
在
し
て
い
る
。
　
向
・
司
．
｝
。
。
片
。
。
。
｝
一
、
、
一
。
．
旨
自
三
．

　
　
軍
竃
豪
貝
冒
季
Ｈ
鼻
ら
９
彗
二
ぎ
冒
曇
肇
奉
。
・
、
、
向
８
．
曽
』
・
茅
＝
…
－
・
・
一
・
一
芦
；
・
ド
（
委
○
）
づ
・
婁
・

（
２
）
○
．
オ
．
９
薫
ニ
ミ
；
皇
恥
妻
Ｓ
§
ミ
ミ
等
・
麦
貢
、
§
，
ミ
～
・
（
嚢
・
。
）
二
・
ご
↓
・
・
。
・
＞
。
。
享
。
箏
二
、
、
向
姜
、
、
、
一
。

　
　
婁
ざ
ミ
県
向
亀
§
、
ミ
＼
§
Ｏ
ミ
ミ
．
（
委
ｍ
）
事
婁
、
芦

　
　
　
し
た
が
っ
て
、
　
『
台
張
」
の
基
本
的
分
類
は
地
理
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
個
々
の
外
国
と
の
貿
場
の
発
展
や
変
動
を
跡
づ
け
ん
と
欲
す

　
　
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
配
列
は
便
利
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
特
定
の
商
品
の
貿
易
に
っ
い
て
の
知
識
を
『
台
帳
』
に
求
め
ん
と
す
る
も

　
　
の
は
・
厄
介
た
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
特
定
の
商
品
に
っ
い
て
の
一
年
問
の
輸
出
．
輸
入
の
統
計
を
え
る
た
め
に
は
、
八
０

　
　
１
九
〇
の
個
六
の
数
字
を
抽
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
め
ん
ど
う
な
作
業
を
お
こ
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
統
計
が
■
・
■
・
○
ｏ
。
プ
自
ヨ
巾
、
．

　
　
汁
撃
一
吋
ミ
こ
§
ｏ
ミ
葛
§
い
Ｈ
，
ｓ
、
“
り
ミ
汀
、
８
．
＼
ｑ
め
＼
１
＼
～
Ｑ
～
．
（
Ｈ
塞
○
）
で
あ
る
。

　
（
３
）
Ｈ
．
・
。
．
ま
軍
・
Ｐ
・
や
、
一
．
；
．
旨
Ｈ
・

（
４
）
。
一
．
甲
星
多
．
、
睾
己
曇
・
一
〇
言
・
ニ
ニ
プ
ニ
星
事
・
。
写
勺
夏
三
自
・
。
耳
二
彗
、
曇
○
・
、
、
、
、
、
一
、
、
ミ
亀
ミ
向
。
。
・
皇
い
一
・
、
、
。
一
・

　
　
誉
芦
ｇ
乙
．
（
お
睾
）

　
（
５
）
　
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
す
で
に
当
時
｝
昌
ｑ
旨
彗
ユ
箏
（
三
代
口
の
貿
易
総
監
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
お
る
。
９
オ
・

　
　
Ｏ
－
図
Ｈ
片
一
◎
寸
．
、
“
二
〇
．
心
ド

　
（
６
）
　
し
か
し
、
そ
れ
は
短
期
の
景
気
変
動
を
跡
づ
け
る
目
的
に
は
大
へ
ん
役
立
っ
で
お
ろ
う
。
こ
う
し
た
見
地
か
ら
、
ア
シ
ュ
ト
ソ
は
一
八
世
紀

　
　
貿
屠
に
お
け
る
策
気
変
動
を
分
析
し
た
。
Ｈ
・
Ｕ
ｏ
・
＞
。
ｎ
享
○
ｐ
専
ミ
ｏ
ミ
“
、
ミ
ミ
“
§
、
Ｑ
妻
～
向
一
曳
ミ
呉
ミ
§
ｊ
ミ
§
・
（
Ｈ
ｏ
畠
）
勺
や
艶
、
。
。
。
。
．

皿
　
公
定
単
価

の

閉

題

　
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
　
『
輸
出
入
台
帳
』
に
は
各
商
品
の
公
定
単
価
が
記
さ
れ
、
ン
、
れ
に
収
引
枇
を
乗
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て

貿
場
額
を
算
出
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
公
定
単
価
は
時
価
で
な
い
た
め
に
、
長
期
分
析
に
貿
房
額
を
利

用
す
る
に
は
、
少
点
め
ん
ど
う
な
こ
と
が
起
る
。
し
か
し
、
始
め
の
う
ち
は
公
定
単
価
の
時
価
へ
の
接
近
が
試
み
ら
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
初
代
の
貿
場
総
監
ウ
イ
リ
ァ
ム
・
ヵ
リ
フ
ォ
ー
ド
（
オ
旨
巨
昌
２
一
毒
◎
乙
）
は
、
各
商
品
の
公
定
単
価
を
決
定
す
る
に
当
っ
て
、



外
国
貿
房
に
従
事
し
て
い
る
商
人
た
ち
と
相
談
し
、
設
定
後
一
、
二
年
間
は
、
若
干
の
商
品
に
ー
つ
い
て
、
そ
の
公
定
単
価
を
時
価
の

変
動
と
密
接
な
関
係
に
お
く
た
め
に
改
訂
を
施
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ー
ド
の
後
継
者
で
あ
っ
た
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ダ
ヴ
ェ
ナ
ソ
ト
（
Ｏ
罫
－

｛
窃
ｏ
翼
¢
§
巨
）
お
よ
び
ヘ
ソ
リ
ー
・
マ
ー
チ
ソ
（
声
彗
ｑ
峯
胃
饒
目
）
も
し
ば
し
ば
同
じ
よ
う
な
改
訂
を
試
み
た
の
で
あ
る
が
、

一
七
二
〇
年
代
の
終
り
頃
に
は
、
そ
う
し
た
改
訂
の
試
み
は
事
実
上
中
止
さ
れ
て
し
ま
い
、
商
品
の
公
定
単
位
は
も
と
の
ま
ま
放
置

さ
れ
た
。
そ
れ
が
た
め
に
物
価
騰
貴
が
い
ち
じ
る
し
か
っ
た
一
八
世
紀
末
に
な
れ
ば
、
古
い
公
定
単
価
は
時
価
か
ら
ま
っ
た
く
か
け

放
れ
て
し
ま
う
と
い
う
事
態
が
起
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
七
八
一
年
に
護
送
税
Ｏ
ｏ
毫
２
ま
ｑ
が
課
せ
ら
れ
た
と
き
、
商
人
た
ち

は
彼
ら
の
輸
出
し
た
商
品
の
価
値
を
申
告
す
る
こ
と
を
要
求
せ
ら
れ
た
が
、
　
そ
う
し
た
商
品
に
つ
い
て
の
商
人
の
中
告
価
格
ま
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ｏ
Ｈ
胃
＆
肩
｛
８
は
ほ
ぽ
時
価
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
そ
の
と
き
の
商
人
の
中
告
価
格
と
、
古
い
公
定
単
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

と
を
比
べ
て
み
る
と
、
な
か
に
は
公
定
単
価
の
方
が
高
い
も
の
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
般
的
に
い
っ
て
公
定
単
価
の
方
が
中
告
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

格
よ
り
も
い
ち
じ
る
し
く
低
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
表
に
示
し
た
輪
出
入
統
計
は
公
定
単
価
に
よ

っ
て
い
る
か
ら
、
た
と
え
ば
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
お
よ
び
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
輸
入
額
は
一
七
〇
一
年
の
五
九
〇
万
ポ
ソ
ド
か
ら
一
八
○
○
年

に
は
二
八
四
〇
万
ポ
ソ
ド
に
増
加
し
、
他
方
輸
出
額
も
六
九
〇
万
ポ
ソ
ド
か
ら
四
〇
八
○
万
ポ
ソ
ド
ヘ
増
加
し
て
い
る
と
い
う
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

で
、
輸
入
が
約
五
倍
、
輸
出
が
約
六
倍
蛸
加
し
た
と
主
張
す
る
の
は
、
決
し
正
し
い
給
論
で
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
公
定
単
価
の
も
つ
欠
陥
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
初
期
の
貿
身
総
監
白
身
が
よ
く
承
知
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
従
っ
て
さ

き
に
も
の
べ
た
よ
う
な
時
価
へ
の
接
近
的
改
訂
の
試
み
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
貿
場
総
監
白
身
、
む
し
ろ
基
準
価
格
を

改
訂
し
な
い
で
一
定
に
し
て
お
く
方
が
、
一
見
し
て
輸
出
入
の
商
品
数
最
の
増
減
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
え
考
え
る
よ
う
に
な

　
（
５
）っ

た
。
だ
か
ら
、
策
一
表
の
貿
易
統
計
は
一
八
世
紀
は
じ
め
の
基
準
価
格
商
品
の
数
量
的
増
加
を
示
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
い

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
（
角
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
　
（
四
六
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
四
　
（
四
七
〇
）

っ
て
、
そ
れ
は
数
量
的
増
加
を
正
し
く
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
、
第
一
表
の
数
字
は
価
値
を
正
確
に
あ
ら
わ
し
て
い
な

い
に
し
て
も
、
そ
れ
で
は
果
し
て
貿
易
量
の
増
減
を
あ
る
程
度
正
し
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

つ
ぎ
に
こ
の
間
題
に
つ
い
て
若
干
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

註
（
１
）
　
ち
な
み
に
、
当
時
の
有
能
な
貿
易
総
監
で
あ
っ
た
Ｈ
ぎ
昌
鶉
｝
ま
品
は
、
多
く
の
製
造
品
に
対
し
て
、
中
告
価
格
と
公
定
単
価
と
の
ち

　
　
が
い
の
比
率
を
示
す
リ
ス
ト
を
提
示
し
た
。
弓
・
Ｏ
Ｏ
・
＞
。
。
葦
Ｏ
Ｐ
き
“
専
Ｏ
・
岸
心
勿
“
．
県
向
秦
Ｎ
§
辻
二
ざ
ミ
き
Ｏ
§
ミ
ミ
．
や
Ｈ
Ｓ
・

　
（
２
）
　
た
と
え
ば
、
ビ
ー
バ
ー
帽
、
リ
ソ
ネ
ソ
、
帆
布
が
そ
れ
で
お
る
。

　
（
３
）
　
未
精
錬
銅
の
中
告
価
格
は
公
定
単
価
を
一
四
〇
九
％
こ
え
て
い
た
が
、
こ
れ
は
極
端
な
例
で
、
そ
の
他
鍛
鉄
は
一
〇
三
％
、
毛
織
物
で
三
八

　
　
％
こ
え
て
い
た
。

　
（
４
）
　
一
八
○
○
年
に
お
け
る
大
ブ
リ
テ
ソ
の
輸
入
の
公
定
価
値
は
三
〇
六
〇
万
ポ
ソ
ド
、
同
じ
く
輸
出
は
四
三
二
〇
万
ポ
ソ
ド
。
こ
れ
に
対
し
て

　
　
Ｈ
Ｈ
く
一
品
は
実
質
市
場
価
値
で
輸
入
を
五
五
四
〇
万
ポ
ソ
ド
、
輸
出
を
五
五
八
○
万
ポ
ソ
ド
と
計
算
し
て
い
る
。
Ｈ
・
Ｕ
Ｏ
・
＞
。
・
葦
○
Ｐ
ミ
・
ミ
・
一
勺
・
Ｈ
Ｓ
．

　
（
５
）
　
｝
昌
ｑ
旨
胃
三
一
自
身
、
こ
う
し
た
批
判
と
見
解
を
つ
ぎ
の
二
著
の
な
か
で
展
開
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｏ
茅
ミ
§
ぎ
姜
“
も
§
ミ
“

　
　
ｘ
ｓ
○
ミ
ミ
ミ
向
べ
、
ミ
汀
ミ
迂
＼
§
寸
ミ
ご
＼
ミ
ミ
ｋ
§
葛
§
～
“
ミ
吹
ミ
ｏ
、
ミ
乏
§
§
ミ
ミ
・
お
よ
び
＼
ミ
■
向
塞
ｋ
ざ
ｓ
ミ
ミ
向
、
ミ
ミ
ミ
的
“
ざ

　
　
向
ミ
ミ
§
“
べ
ｏ
ミ
、
｝
、
、
ミ
“
『
、
ｓ
～
“
』
ミ
ミ
ミ
ミ
＼
§
ミ
Ｏ
“
＼
“
乏
ミ
婁
＼
、
ｏ
～
ざ
○
￥
ミ
乏
§
婁
＼
＼
＼
や
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
も
に
○
・
オ
・
Ｏ
巨
Ｈ
〆

　
　
喜
．
ミ
．
一
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
霧
勺
．
勺
．
轟
．
勺
？
竃
－
べ
．
な
お
後
者
は
無
署
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
声
肖
胃
庄
目
の
著
で
お
る
と
い
う
の
は

　
　
ア
シ
ュ
ト
ソ
の
考
証
に
よ
る
。
申
■
．
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｈ
；
昌
潟
痔
■
｛
．
〔
“
、
．
一
Ｈ
鼻
；
（
巨
Ｏ
ご
Ｏ
目
げ
｝
弓
．
○
Ｏ
．
＞
。
・
葦
○
Ｐ
勺
・
○
◎
．

　
　
　
皿
貿
場
商
品
数
几
皿
の
間
魎

　
こ
こ
で
の
間
題
点
は
、
主
と
し
て
、
通
関
申
告
の
際
に
お
け
る
商
品
数
姑
の
過
大
・
過
少
申
告
の
間
題
と
、
貿
場
統
制
か
ら
く
る

帝
質
場
の
検
行
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
に
も
と
づ
い
て
貿
身
数
最
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
間
題
で
あ
る
。

　
一
八
世
紀
に
お
い
て
は
、
他
の
時
代
に
お
け
る
よ
う
に
、
輸
出
品
に
関
税
が
か
け
ら
れ
る
よ
う
な
場
く
口
は
、
商
人
た
ち
は
輸
出
商



品
の
数
量
を
過
少
に
申
告
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
輸
出
奨
励
金
（
す
◎
昌
ｑ
）
が
つ
い
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
再
輸
出
に
対
す
る
戻

税
（
ｑ
ｓ
オ
罫
鼻
。
・
）
が
つ
い
て
い
る
商
品
の
数
量
に
つ
い
て
は
、
逆
に
過
大
に
申
告
す
る
傾
向
が
あ
る
。

　
い
ま
、
一
八
世
紀
に
お
け
る
輸
出
関
税
政
策
を
概
観
し
て
お
く
と
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
一
七
世
紀
中
頃
以
降
、
輸
出
関
税
は
総
じ
て
漸
減
政
策
が
と
ら
れ
、
名
誉
革
命
以
後
に
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
国
内
製
造
業
振
興
の

た
め
に
輸
出
関
税
を
撤
廃
す
る
政
策
が
と
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
六
九
一
年
に
は
豚
肉
、
牛
肉
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
、
ロ
ー
ソ
ク

の
輸
出
関
税
は
廃
止
さ
れ
、
ニ
ハ
九
九
年
に
は
羊
毛
製
品
、
穀
物
、
肉
類
、
パ
ソ
そ
の
他
多
く
の
商
品
に
対
す
る
輸
出
関
税
が
廃
止

さ
れ
た
こ
と
は
決
定
的
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
と
く
に
羊
毛
製
品
に
対
す
る
輸
出
関
税
は
、
一
五
五
七
年
の
大
幅
な
税
率
引
上
げ

以
来
、
王
室
財
政
の
大
き
な
収
入
源
を
提
供
し
て
き
た
の
で
、
ン
、
の
廃
止
の
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
つ
い
で
一
七
〇
九
年
に
は
、

イ
ギ
リ
ス
船
舶
に
積
み
込
ま
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
石
炭
の
輸
出
税
が
廃
止
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
う
し
た
一
連
の
輸
出
関
税
撤
廃
政

策
は
、
一
七
二
一
年
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
に
よ
っ
て
ほ
ぽ
完
成
さ
れ
、
外
国
船
舳
に
積
み
込
ま
れ
る
石
炭
、
鉛
、
馬
、
未
仕
上
げ
毛
織
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

な
ど
一
四
－
五
品
目
を
除
き
、
大
部
分
の
製
造
品
に
対
す
る
輸
出
関
税
は
廃
止
さ
れ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
国
産
品
の
輸
出
奨

励
の
た
め
に
、
穀
物
、
帆
布
、
リ
ソ
ネ
ソ
、
絹
、
キ
ャ
リ
コ
、
紙
、
滑
し
皮
、
石
鹸
、
ピ
ー
ル
そ
の
他
重
要
品
に
対
し
て
輸
出
奨
励

金
ま
た
は
戻
税
が
ひ
き
つ
づ
き
課
せ
ら
れ
た
。
関
税
免
除
品
の
数
は
一
七
八
○
年
代
の
ピ
ツ
ト
の
関
税
改
革
に
よ
っ
て
増
加
し
た
が
、

フ
ラ
ソ
ス
と
の
戦
争
中
、
新
し
い
輸
出
関
税
が
課
せ
ら
れ
て
そ
の
数
は
再
び
減
少
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
一
八
世
紀
の
輸
出
閑
税
政
策
に
よ
っ
て
、
貿
房
統
計
が
ど
れ
だ
け
過
少
申
告
な
い
し
過
大
申
告
の
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

う
け
た
か
は
言
明
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
シ
ュ
ム
ペ
ー
タ
ー
女
史
は
ン
、
の
影
響
は
大
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

　
そ
れ
よ
り
か
問
題
な
の
は
、
む
し
ろ
留
貿
易
の
間
題
で
あ
る
。
そ
れ
は
完
全
に
官
憲
の
眼
か
ら
の
が
れ
て
い
た
貿
易
で
あ
り
、
と

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
（
角
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
五
　
（
四
七
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
弗
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
六
　
（
四
七
二
）

く
に
一
八
世
紀
に
お
け
る
そ
れ
は
、
高
率
関
税
、
・
あ
る
種
の
商
品
に
対
す
る
輸
出
入
の
禁
止
、
あ
る
い
は
航
海
法
に
よ
る
貿
易
制
限

の
白
然
的
結
果
で
あ
る
。

　
密
貿
易
は
密
輸
出
と
密
輸
入
と
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
密
輸
出
に
つ
い
て
は
、
か
の
一
七
二
一
年
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
政
策
に
よ

っ
て
た
い
て
い
の
輸
出
品
に
対
す
る
関
税
は
撤
廃
せ
ら
れ
た
た
め
に
、
密
輸
出
の
必
要
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
け
れ

ど
も
な
お
輸
出
禁
止
が
し
か
れ
て
い
る
商
品
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
羊
毛
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
密
輸
出
の
主
な
対
象
と

な
っ
た
商
品
は
、
そ
う
し
た
禁
制
品
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
輸
出
旦
里
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

る
こ
と
は
危
険
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
密
輪
入
の
方
は
広
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
一
八
世
紀
の
密
輸
入
品
の
な
か
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
タ
バ
コ

　
　
　
　
　
　
（
４
）

と
茶
と
で
あ
っ
た
。
と
く
に
茶
は
、
東
イ
ソ
ド
会
杜
の
船
員
の
な
れ
あ
い
に
よ
る
密
輸
入
が
若
干
あ
っ
た
ほ
か
は
、
大
部
分
は
ヨ
ー

ロ
ツ
バ
市
場
か
ら
直
接
密
輸
業
者
に
よ
っ
て
運
び
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
密
輸
商
品
は
全
輸
入
額
（
公
定
単
価
に
よ
る
）
の
ｘ
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

％
を
占
め
て
い
た
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
貿
場
総
監
の
数
字
は
長
期
な
い
し
中
期
の
貿
場
量
の
坤
減
を
示
す
正
確
な
指
標
と
な
り
え
な

　
　
　
　
（
６
）

い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
場
統
計
の
問
題
点
を
二
、
三
指
摘
し
た
わ
け
て
あ
る
が
、
な
お
残
さ
れ
た
間
題
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
間
題
点
に
つ
い
て
は
行
論
の
折
に
ふ
れ
る
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
以
上
の
三
点
に
あ
ら
か
じ
め
注
意

を
促
し
て
お
い
た
上
で
、
つ
ぎ
に
実
際
の
貿
場
統
計
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
一
八
世
紀
ｏ
貿
場
構
造
と
そ
の
変
化
を
諭
じ
て
み
た
い
。

註
（
１
）
　
』
ｃ
一
；
Ｃ
£
）
一
峯
昌
一
五
〇
ｃ
一
ミ
竃
、
Ｓ
ミ
；
ミ
串
け
“
ｃ
～
ミ
あ
ミ
一
き
一
一
（
Ｈ
寄
Ｈ
）
Ｈ
〕
．
Ｎ
ｃ
。
ド



（
２
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Ｆ
早
・
。
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巨
毫
・
季
一
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二
一
一
．
ニ
ミ
・
３
・
庄
昌
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Ｈ
．
・
・
．
ま
享
；
；
．
Ｐ

（
３
）
＼
ミ
．
ら
．
Ｐ

（
４
）
と
ぎ
ｑ
崖
・
９
．
．
＞
・
。
ぎ
ユ
雪
。
・
奪
＜
・
｛
冒
罫
・
　
…
。
８
品
。
・
；
。
・
二
専
§
婁
ざ
隻
き
§
Ｈ
一
（
Ｈ
ｏ
Ｓ
）
一
考
．
＞
．
９
一
９
。
．
箏
昌
計

　
－
目
■
－
ｏ
ｑ
げ
汁
＠
ｏ
自
汁
｝
－
Ｏ
¢
自
↑
自
Ｈ
ｋ
Ｏ
ｏ
目
ヒ
ｏ
ｑ
ｏ
ｑ
－
目
ｏ
ｑ
二
向
○
Ｑ
．
申
．
寓
．
Ｎ
箏
ｑ
ｏ
［
¢
『
．
一
く
Ｏ
－
．
メ
一
自
Ｏ
．
○
ｏ
．
（
Ｈ
ｏ
ｍ
ｏ
ｏ
）

（
５
）
茶
の
場
合
は
、
全
密
輸
商
品
の
Ｘ
～
光
を
占
め
て
い
た
。
考
．
＞
．
Ｏ
ｏ
－
９
喜
．
ミ
ニ
勺
．
Ｓ
ｏ
．

（
６
）
　
な
お
、
舶
来
の
商
品
は
と
き
ど
ぎ
密
輸
入
さ
れ
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
製
品
と
し
て
外
国
に
輸
出
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
公
定
単
価
は
、
再
輸

　
出
の
真
の
量
を
過
少
に
記
録
す
る
傾
向
が
お
る
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
一
八
世
紀
初
頭
の
貿
易
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

箪
二
表
は
一
八
世
紀
は
じ
め
の
イ
ギ
リ
ス
海
外
貿
易
を
地
域
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
輸
出
市
場
と
し
て
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
と

南
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
（
両
者
併
せ
て
約
八
○
％
弱
）
と

が
圧
倒
的
に
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
お
よ

び
再
輸
出
の
約
六
〇
％
が
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
あ

っ
た
こ
と
が
注
口
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
輸

入
市
場
は
同
じ
く
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
、
南
ヨ
ー
ロ

ッ
バ
ｏ
ほ
か
、
東
西
両
イ
ソ
ド
市
場
が
重
要
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
国
際
収
支
を
判
断
す
る
こ

と
は
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
若
干
疑
間
が
あ

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
目
勿
構
造
（
角
山
）

　
０
Ｊ
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Ｇ
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２
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Ｏ
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ト
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イ
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一
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ル
地
ソ
　
西

　
一
一
　
ポ
海
ラ
　
，

ツ
ス
ウ
域
　
中
ト
　
カ

イ
ソ
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地
４
地
ツ
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リ

ド
ラ
一
海
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コ
島
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一
フ
ノ
ク
イ
島
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諸
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一
ツ
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パ
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一
チ
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属
一
海
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パ
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ソ
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ヨ
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植
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リ
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立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
八
　
（
四
七
四
）

る
け
れ
ど
も
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
に
お
け
る
圧
倒
的
な
輸
出
超
過
は
、
他
の
諸
地
域
の
輸
入
超
過
を
補
っ
て
な
お
余
り
あ
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

が
分
る
。
し
た
が
っ
て
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
と
く
に
オ
ラ
ソ
ダ
こ
そ
一
八
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
市
場
で
あ
っ
た
。

　
以
下
順
を
追
っ
て
、
各
地
域
別
の
貿
易
構
造
を
検
討
し
て
み
た
い
。
第
三
表
－
第
七
表
は
い
づ
れ
も
第
二
表
を
地
域
別
に
詳
し
く

分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

北
西
ヨ
　
　
ロ
ツ

易
）

貿
ｏ
ｏ

の
Ｏ

と
£

パ
位

ツ
単

口
　
　
，

一
均

ヨ
平

西
の

ヒ
０
１

ー
コ
７

　
１

〕
～
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３
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Ｇ

〔
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ｏ
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７
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１
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Ｊ
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８
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ｏ
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３１

２３２

一

５
　
２
　
５

０
　
９
　
Ｑ
ｏ

１

２９１

　
品
ソ
　
他
品
料
糸
料
材
他
　
品
物
他
品
類
　
他
料

払
マ
の
糧
棚
の
私
織
の
糧
魚
の

１
・
エ
リ
　
そ
食
原
織
染
木
そ
Ｌ
工
毛
そ
食
穀
　
そ
原

　
　
Ｌ
　
　
　
　
Ｌ
　
　
　
　
〔
　
　
　
ピ
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訳
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訳

入
内
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内

輸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸

〕

０
　
６
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ｏ

７
　
４
　
７
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９３２

６１１

／４２

４８５
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Ｌ
ｏ
　
９
一
　
〇
）
　
８

５
　
３
　
２
　
（
ｏ

ｎ
６
　
ｎ
ｚ

Ｏ０２

一

７
‘
　
１
１
　
ｎ
６

「
０
　
「
０
　
０
）

　
　
他
　
品
コ
　
他
品
糖
コ
淑
他
料
料

鉛
錫
の
３
製
リ
絹
の
糧
　
バ
　
の

　
　
　
６
業
ヤ

　
　
そ
ｕ
エ
キ
　
そ
食
砂
タ
胡
そ
原
染

〔
　
　
　
　
　
ピ
　
　
　
Ｌ
　
　
　
〆

　
　
　
：
訳

　
　
　
出
内

　
　
　
輸

　
　
　
再

　
他

絹
の

　
そ

　
こ
の
地
域
は
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
輸
出
市
場
で
あ
る
。
こ
の
輸
出
品
の
大
宗
を
占
め
て
い
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
毛
織
物
で
あ
っ

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
品
目
中
、
毛
織
物
が
占
め
る
割
合
は
、
一
七
世
紀
後
半
以
降
し
だ
い
に
減
少
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
な

お
最
大
の
輸
出
品
で
あ
っ
て
、
そ
の
約
半
分
が
中
世
末
以
来
の
伝
統
的
市
場
で
あ
る
こ
の
地
方
へ
向
け
て
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
・
ま
た
こ
の
地
方
は
、
再
輸
出
総
額
の
約
六
〇
％
を
占
め
、
再
輸
出
の
最
大
市
場
を
形
成
し
て
い
た
。
再
輸
出
の
主
な
品
口
は
キ



ヤ
リ
コ
、
タ
バ
コ
、
砂
糖
、
絹
な
ど
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
全
輸
入
額
の
約
刃
を
占
め
、
輸
入
市
場
と
し
て
も
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
い
た
こ
の
地
域
は
、
主
と
し

て
ド
イ
ソ
産
の
リ
ソ
ネ
ソ
を
供
給
し
て
い
た
。
当
時
イ
ギ
リ
ス
ヘ
輸
入
さ
れ
た
リ
ソ
ネ
ソ
は
、
の
ち
に
も
の
べ
る
よ
う
に
若
干
の
ア

ィ
ル
ラ
ソ
ド
産
の
も
の
を
除
け
ば
、
ヅ
ィ
ッ
の
リ
ソ
ネ
ソ
が
大
量
に
イ
ギ
リ
ス
ヘ
入
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
フ
ラ
ソ
ス
と
の
貿
房
で
あ
る
。
第
三
表
の
輸
入
食
糧
品
と
あ
る
の
は
、
そ
の
う
ち
の
約
半
分
が

フ
ラ
ソ
ス
か
ら
輸
入
さ
れ
た
ブ
ド
ー
酒
、
ブ
ラ
ソ
デ
ー
か
ら
成
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ソ
ス
と
の
貿
易
は
、
ブ
ド
ー
酒
な
ど
の
奮
修
品
を

輸
入
す
る
不
生
産
的
な
片
貿
易
的
性
格
を
も
っ
て
い
て
、
当
時
東
イ
ソ
ド
会
杜
間
題
を
ひ
き
起
し
た
と
同
じ
よ
う
な
逆
貿
易
的
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

が
、
外
交
上
に
お
け
る
英
仏
両
国
の
不
和
と
あ
い
ま
っ
て
、
朝
野
の
論
議
を
ま
き
お
こ
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
最
近
の
研
究
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

れ
ば
、
従
来
信
じ
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
は
赤
字
大
き
く
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

皿

北
ヨ
　
　
ロ
　
ツ
パ

　
篤
二
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
地
域
は
全
貿
易
額
か
ら
い
え
ば
、
そ
れ
程
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
な
か
っ
た
が
、
イ
ギ

リ
ス
海
運
業
に
と
っ
て
基
幹
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
第
四
表
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
地
域
と
の
貿
房
の
特
徴

は
、
亜
麻
・
大
麻
、
鉄
・
鋼
、
木
材
の
ご
と
き
船
舶
必
需
品
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
毛
織
物
な
ど

少
姓
の
輸
出
は
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
輸
入
超
過
で
あ
る
。

　
輸
入
超
過
は
銀
の
輸
送
で
決
済
さ
れ
た
か
ら
、
東
イ
ソ
ド
と
並
ん
で
、
こ
の
地
域
へ
の
銀
の
流
出
は
大
姓
に
の
ぽ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
地
域
は
イ
ソ
ド
の
よ
う
に
必
ず
し
も
銀
本
位
制
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
（
た
と
え
ば
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
昇
構
造
（
角
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
九
　
（
四
七
五
）
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易
０
）

貿
ｏ
ｏ

の
£

と
位

パ
単

ツ
　
，

口
均

一
平

－
の
８
３

一
０
１
　
５

　
１
７〕表

一
　
：

４
９
９
　
入

第
１
６

〔
（
　
輸

５
９品製業工訳内

９品糧食

５１５料原

＼５８１麻大
，

麻亜

９４１
凱

９
６材木

リ

　
５

　
８

他のそ

５５２
●
　
●

出輸

２０２品製業工訳内

０９１物織毛

１
２他のそ

２
９品糧食

２
４料原

０８
●
　
●

出輸再

３品製業工訳内

６
８品糧食

一
五
〇
　
（
四
七
六
）

、
－
コ
ソ

５
６コ

“
、

／タ

「 １
２他のそ

料原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ソ
は
銅
を
中
心
と
す
る
銅
銀
複
本
位
）
、
銀
の
流
出
は
そ
れ
程
大
鈷
に
の
ぼ
ら
な
か
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
皿
　
南
　
方
　
地
　
方

　
こ
の
地
方
は
北
西
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
つ
い
で
イ
ギ
リ
ス
の
重
要
な
輸
出
市
場
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
地
域
か
ら
の
輸
入
額
は
総
輸

入
額
の
％
を
や
や
越
え
て
お
り
、
一
八
世
紀
は
じ
め
の
輸
入
市
場
と
し
て
は
一
位
を
ラ
ソ
ク
し
て
い
る
。
再
輸
出
額
を
加
え
て
、
わ

ず
か
に
輸
出
が
輸
入
を
こ
え
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
地
域
へ
の
輸
出
の
最
大
品
〕
は
毛
織
物
で
あ
っ
て
、
さ
き
に
の
べ
た
北
西
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
ヘ
の
輸
出
と
ほ
ぽ
匹
敵

す
る
輸
出
額
を
占
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
二
大
毛
織
物
市
場
を
形
成
し
て
い
る
。
ン
、
し
て
北
西
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
が
巾
世
末
以
来
の
伝
統
的
な

毛
織
物
市
場
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
こ
は
新
與
の
毛
織
物
市
場
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
の
毛
織
物
工
業
が
一
七
世
紀
中

　
　
　
　
　
　
ウ
ー
ル
ソ
　
　
　
　
ウ
ー
ス
テ
ツ
．
ト

頃
以
降
急
速
に
紡
毛
織
物
か
ら
硫
毛
織
物
生
産
へ
革
新
的
発
展
を
と
げ
た
の
に
対
応
し
て
、
薄
手
ｏ
硫
毛
織
物
市
場
が
、
地
中
海
方



　
０
）
　
　
　
　
、
．
．
。

易
Ｏ
Ｏ
　
ｕ
８
３
２
８

貿
£
　
　
ユ

の
位

と
単

方
　
　
　
品
　
　
他

地
胤
　
製

方
平
５
　
　
絹
の

南
の
５
５
業

　
１
１
，
工
　
　
そ

〕
Ｏ
　
　
　
／
ｌ
Ｋ

表
１
７５

一
：
訳

　
９
入
内

第
９

一
Ｌ
６

　
１
　
（
輸

７４７品糧食
＼
；
！
．６９４

５６１

ノ６８

７９６

酒
一
物
他
料

一
デ

　
ソ
　
　
の

ド
　
ラブ

ブ
果
そ
原

＼
」
．

２０３絹

３７
２
　
７

０
）
　
１
↓

　
１

毛
料

羊
染

油

３１１他のそ＼
　
４
　
　
１
　
２
Ｕ

　
７
　
　
０
　
７

　
ｎ
６
　
り
’

　
Ｌ
Ｌ

　
品
物
他

　
製

　
　
織
の

８
４
業

４１
，
工
毛
そ

　
　
〆
」

：
訳

出
内

輸

８２１品糧食 「
ｉ
，
／

０
　
ｏ
ｏ

８
　
４

　
他

魚
の

　
そ

〆
－
…
、
、

８
２料原

６
４

　
品

　
製

２
４
業

２
工

：
訳

出
内

輸再

＼
一
．
；
…
ノ

（
Ｏ
　
ｏ
Ｏ
　
〔
Ｕ

３
　
「
↓
　
１
↓

コリヤキ／

ソネソリ

他のそ
　
、
一
．
－
－
」
ノ
ノ

ー
１
　
０
０
　
１
１
　
７
’

２
　
　
（
ｏ
　
４
　
１

１品糧食

敏
コ

布
　
バ

胡
タ

／
ｉ
－
■

３
９

他
料

のそ
原

■
■
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

両
お
よ
び
ス
ベ
イ
ソ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
西
イ
ソ
ド
植
民
地
に
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
七
〇
二
－
二
二
年
の
ス
ベ
イ
ソ
王
位
継
承

戦
争
は
、
こ
の
広
大
な
毛
織
物
市
場
に
し
て
同
時
に
金
銀
の
宝
庫
で
あ
っ
た
ス
ペ
イ
ソ
領
植
民
地
の
遺
産
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
・
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

ラ
ソ
ス
の
血
み
ど
ろ
の
死
斗
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
箪
五
表
は
ス
ペ
ィ
ソ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
地
中
海
方
而
が
た
ん
に
毛
織
物
市
場
と
し
て
重
要
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

絹
、
ブ
ド
ー
酒
・
ブ
ラ
ソ
デ
ー
の
輸
入
市
場
と
し
て
、
た
え
ず
敵
対
関
係
に
あ
っ
た
フ
ラ
ソ
ス
に
か
わ
る
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
第
五
表
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
ス
ペ
ィ
ソ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
と
く
に
一
七
〇
三
年
の

メ
ッ
ユ
ェ
ソ
条
約
以
後
）
か
ら
は
大
最
の
金
銀
が
輸
入
さ
れ
た
こ
と
は
注
口
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
い
っ
た
い
、
ス
ベ
ィ
ソ
領
西
イ

ソ
ド
か
ら
ス
ベ
イ
ソ
本
因
に
輸
入
さ
れ
た
銀
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ソ
ダ
両
国
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
切
半
さ
れ
る
か
た
ち
で
流
出
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
に
流
入
し
た
銀
は
、
東
洋
お
よ
び
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
決
済
に
あ
て
ら
れ
る
た
め
に
再
び
流
出
し
た
。
け
れ
ど
も
、
さ
き

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
屠
構
造
（
角
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一
　
（
四
七
七
）
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一
五
二
　
（
四
七
八
）

に
の
べ
た
よ
う
に
北
西
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
ヘ
の
銀
の
流
出
は
そ
れ
程
大
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
叱
い
わ
れ
る
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

貨
の
流
出
は
、
主
と
し
て
銀
本
位
制
を
と
っ
て
い
た
東
洋
と
り
わ
け
イ
ソ
ド
ヘ
の
銀
の
流
出
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
こ
の
地
域
と
の
貿
易
は
、
主
と
し
て
毛
織
物
を
輸
出
し
、
奮
修
品
た
る
ブ
ド
ー
酒
を
輸
入
す
る
ほ
か
、
東
イ
ソ
ド
貿
房
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
銀
を
獲
得
す
る
と
い
う
、
イ
ギ
リ
ス
の
商
業
な
ら
び
に
工
業
発
展
ｑ
枢
要
的
地
位
を
占
め
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
ｗ
ブ
リ
テ
ソ
諸
島

　
　
鯛
岬
　
　
０
７
研
５
０
姑
〃
岨
、
幽
、
パ
　
　
脆
〃
蝸
　
　
巧
閉
爪
肌
｝
２
３

　
　
の
£
　
　
　
１

　
　
と
位

　
　
島
単

　
　
諸

　
　
ソ
胤
　
　
品
ソ
他
品
料
毛
脂
他
　
　
晶
品
料
　
　
品
品
コ
糖
他
料

一
ズ
ぷ
∴
原
羊
∴
エ
ズ
ニ
ニ
砂
一
原

　
　
　
７
０
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
ｒ
Ｉ
－
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
己
パ
欄
　
　
　
　
　
出
柵
　
　
出
柵

　
　
６
６
９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸

　
　
脇
Ｇ
輸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸
　
　
　
　
　
再

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
械
民
地
と
の
あ
い
だ
に
お
け
る
リ
ソ
ネ
ソ
、
羊
毛
の
輸
入
貿
場
で
あ
る
。

　
植
民
地
の
な
か
で
も
っ
と
も
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
に
近
い
と
こ
ろ
で
羊
毛
工
業
を
発
展
さ
せ
は
じ
め
て
い
た
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
は
、
一
六

九
九
年
「
ア
ィ
ル
ラ
ソ
ド
お
よ
び
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
か
ら
外
国
へ
の
羊
毛
輸
出
を
阻
止
し
、
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
に
お
け
る
羊
毛
工
業
を
奨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

励
す
る
た
め
の
法
令
」
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
毛
織
物
工
業
を
保
護
奨
励
せ
ん
と
す
る
重
商
主
義
政
災
○
犠
牲
と
な
っ
た
。
こ
れ
が



た
め
に
、
ア
ィ
ル
ラ
ソ
ド
は
ン
、
の
毛
織
物
を
植
民
地
を
含
め
た
外
国
へ
の
輸
出
を
禁
止
さ
れ
、
原
料
の
羊
毛
と
穀
物
を
本
国
へ
供
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

す
る
こ
と
と
、
本
国
産
業
と
直
接
競
合
し
な
い
リ
ソ
ネ
ソ
の
生
産
に
わ
ず
か
に
活
路
を
見
出
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

Ｖ
　
栽

　
易
０
）

貿
ｏ
ｏ

　
の
£

　
と
位

地
単

　
民
　
・

植
均

植
平

栽
１
の

　
　
７
０

　
〕
１

表
一

　
７
９
９

第
１
６

　
〔
（

植
植
民
地

Ｏ

５２９

　
品
　
品

　
製

　
　
　
糧

０
７
　
業

１
１
・
　
工
　
食

：
　
訳

入
　
内

輸

０３６蜜糖
，

糖砂

」

０
）
　
　
（
０

４
　
　
４

２コ

“
、

ノタ

他のそ

２８１料原
＼
ｉ５８
－
－
／

７９

料
　
他

　
　
の

染
　
そ

〔
９３５

●
　
■

出輸

５７４品製業工訳内

５８１物織毛

３
６絹

３７類物金

１８１他のそ

５
５品糧食

９料原

２１３
●
　
●

出輸再

２５２品製業工訳内
、
－
－
－
一
．

７
‘
　
　
［
〇

一
Ｌ
ｏ
　
　
４

１ソネソリ

コリヤキ
ｉ
－
／

０５他のそ

３
４品糧食

２
６料原

　
こ
の
地
域
と
の
貿
場
は
、
砂
糖
、
糖
蜜
、
タ
バ
コ
な
ど
の
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
の
特
産
物
の
輸
入
に
特
色
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
い
ち
じ
る
し
い
輸
入
超
過
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
輸
入
品
の
大
部
分
は
、
そ
の
ま
ま
再
輸
出
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
国
内
で
加

工
さ
れ
た
上
で
再
輸
さ
れ
た
。
と
く
に
西
イ
ソ
ド
諸
島
お
よ
び
ア
メ
リ
ヵ
南
部
杖
民
地
と
の
取
引
は
、
や
が
て
一
八
世
紀
中
頃
に
は

イ
ギ
リ
ス
貿
場
の
も
っ
と
も
活
況
的
部
分
と
な
る
。
西
イ
ソ
ド
諸
島
だ
け
で
イ
ギ
リ
ス
の
全
輸
入
の
約
％
を
供
給
す
る
こ
と
と
な
る
。

サ
ゥ
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
、
　
「
こ
れ
ら
発
展
し
っ
っ
あ
る
植
民
地
と
の
貿
場
の
独
占
の
価
値
は
、
生
産
力
水
準
と
購
買

力
水
準
と
が
他
方
で
は
除
六
に
し
か
上
昇
し
て
い
な
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、
重
要
で
あ
り
且
つ
国
内
に
お
け
る
工
業
発
展
の
た
め
の

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
（
角
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三
　
（
四
七
九
）
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（
１
２
）

刺
戟
と
資
本
を
提
供
す
る
に
大
い
に
役
立
っ
た
」
と
。

ｗ
　
東
　
イ
　
ソ

ノ８７

ド

　
０
）

易
ｏ
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貿
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の
位
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ソ
均

イ
平
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１
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７

表
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〔
６
　
１
　
（
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●

入輸

２
Ｆ
０

５品製業工訳内

、
７６３コリヤキ

７０１絹

４３１

〕

０
０
　
■
■

０
　
３

１

一
五
四
　
（
四
八
○
）

７
０

他
品
淑
他
料

の
糧
　
　
の

そ
食
胡
そ
原

　
　
〔

〕

２
　
ｏ
０

４
　
　
ｎ
６

　
他

絹
の

　
そ

２２１
●
　
●

出輸

１１１

＼９８

１
０

１
２

２
　
９

品
物
類
他
品
料

製　
織
物
の
糧

業
　
　
　
　
　
　
　
４

工
毛
金
そ
食
原
１

し

訳
　
　
　
　
　
　
　
：

内
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
輸

　
　
　
　
　
　
　
再

　
一
七
世
紀
は
じ
め
東
イ
ソ
ド
会
杜
が
設
立
さ
れ
て
以

来
、
東
イ
ソ
ド
と
の
貿
易
は
東
南
ア
ジ
ア
、
シ
ナ
の
特

産
物
で
あ
る
香
料
と
絹
の
輸
入
、
こ
れ
に
対
し
て
イ
ギ

リ
ス
か
ら
は
銀
を
輸
出
す
る
と
い
う
特
徴
を
保
持
し
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
一
七
世
紀
の
六
、
七
〇
年
代
以
降
、

急
速
に
イ
ソ
ド
産
の
キ
ャ
リ
コ
の
輸
入
が
格
大
し
は
じ

め
、
つ
い
に
キ
ャ
リ
コ
輪
入
が
イ
ギ
リ
ス
の
国
民
的
産

業
た
る
毛
織
物
工
業
と
利
害
の
対
立
を
生
み
出
す
ほ
ど
の
重
大
な
影
響
を
も
ち
姶
め
た
。
、
！
、
こ
で
東
イ
ソ
ド
会
杜
の
キ
ヤ
リ
コ
輸
入

の
是
非
を
め
ぐ
る
激
し
い
論
争
を
ひ
き
お
こ
し
た
が
、
一
七
〇
一
年
お
よ
び
一
七
二
一
年
の
法
令
に
よ
っ
て
キ
ャ
リ
コ
の
使
用
は
禁

止
さ
れ
、
保
護
主
義
の
側
の
勝
利
と
な
っ
た
。
第
八
表
は
、
東
イ
ソ
ド
か
ら
の
輸
入
の
う
ち
キ
ャ
リ
コ
が
約
半
分
を
占
め
、
い
か
に

そ
れ
が
莫
大
な
輸
入
額
に
達
し
て
い
た
か
を
示
す
と
と
も
に
、
他
方
靖
三
表
、
第
五
表
、
箪
七
表
に
お
い
て
ホ
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
そ
の
輸
入
キ
ャ
リ
コ
の
か
な
り
の
郁
分
が
再
輪
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
ン
、
の
再
輸
出
の
大
部
分
が
北
西
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
市

場
へ
向
け
ら
れ
た
こ
と
が
分
る
。

　
第
八
表
は
、
正
貨
Ｏ
輸
出
を
含
ん
で
い
な
い
Ｏ
で
、
ど
れ
だ
け
の
正
貨
と
く
に
銀
が
東
イ
ソ
ド
ヘ
流
出
し
た
か
明
ら
か
で
、
べ
い
け



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

れ
ど
も
、
少
く
と
も
一
八
世
紀
中
頃
ま
で
は
年
六
イ
ギ
リ
ス
か
ら
○
銀
○
輸
出
は
増
大
し
、
そ
れ
が
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
国
内
○
銀
貨

不
足
を
ひ
き
お
こ
す
二
ヵ
、
金
○
嵐
口
一
富
少
、
仏
流
入
と
あ
い
ま
っ
て
、
一
七
七
四
年
に
複
本
位
制
○
廃
止
↓
金
本
位
制
○
確
立
へ
○
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

の
前
進
的
処
置
を
と
ら
し
め
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
八
世
紀
中
頃
以
降
、
キ
ャ
リ
コ
に
か
わ
っ
て
シ
ナ
産
○
茶

が
急
に
重
要
性
を
帯
び
て
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
の
ち
ほ
ど
ふ
れ
る
で
あ
ろ
う
・

ま
　
　
と
　
　
　
め

　
中
世
末
か
ら
一
七
世
紀
中
頃
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
外
因
貿
房
の
性
格
は
、
一
貫
し
て
農
村
工
業
の
産
物
で
あ
る
毛
織
物
の
輸
出
貿
場

と
い
う
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
六
七
〇
年
頃
ま
で
は
、
ロ
ソ
ド
ソ
か
ら
の
輸
出
の
八
○
１
九
〇
％
は
毛
織
物
で
あ
っ

た
。
毛
織
物
輸
出
が
さ
か
ん
な
と
き
は
イ
ギ
リ
ス
経
済
の
全
体
が
繁
栄
し
、
逆
に
毛
織
物
輸
出
が
不
況
に
な
る
と
、
毛
織
物
製
造
業

老
や
羊
毛
生
産
者
は
も
と
よ
り
、
労
働
者
も
苦
境
に
お
ち
い
り
、
解
雇
さ
れ
て
、
失
業
者
が
町
に
あ
ふ
れ
る
と
い
っ
た
深
刻
な
事
態

　
　
　
　
　
（
１
５
）

を
ひ
き
起
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
は
じ
め
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
貿
房
は
新
し
い
性
格
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
・
毛
織
物

は
少
な
お
，
池
輸
出
品
目
中
首
位
牟
、
占
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、
も
は
ざ
！
、
れ
は
い
ま
ま
で
の
よ
う
な
決
定
的
な
優
位
を
占
め
て
い
な
か
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
一
六
九
九
－
一
七
〇
一
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
の
わ
ず
か
四
七
％
し
か
毛
織
物
は
占
め
て
い
奈
忌
一
そ
れ

に
か
わ
っ
て
新
し
く
輸
出
プ
旧
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
発
展
は
　
　
市
民
革
命
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も

　
　
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
、
西
イ
ソ
ド
諸
島
ヤ
東
洋
ｏ
生
産
物
の
再
輸
出
の
発
展
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
い
ま
や
全
輸
出
額
○
約
三
〇

％
を
占
め
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
一
六
四
〇
年
に
お
い
て
は
、
再
輸
出
は
全
輸
出
の
三
－
四
％
を
占
め
て
い
た
に
す
ぎ
な
バ
～
こ
〇

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
（
角
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五
　
（
四
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
十
巻
．
第
三
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茎
一
一
四
八
二
一

よ
う
な
発
展
を
反
映
し
て
い
る
も
の
は
、
第
二
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
ア
メ
リ
ヵ
や
東
洋
か
ら
の
輸
入
の
い
ち
じ
る
し
い
増
大
で
あ

る
・
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
海
外
貿
易
は
、
全
体
と
し
て
は
な
は
だ
し
く
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
外
的
世
界
に
依
存
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｒ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
貿
易
の
変
化
を
一
種
の
革
命
と
さ
え
み
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
外
国
貿
房
の
構
造
的
変
化
が
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
か
。
そ
れ
は
ま
ず
輸
出
産
業
へ
の
投

資
を
増
大
せ
し
め
た
ほ
か
、
注
口
す
べ
き
点
は
、
再
輸
出
の
発
展
は
決
し
て
国
内
産
業
へ
の
投
資
を
誘
発
し
な
か
つ
た
こ
と
で
あ
る
。

む
し
ろ
商
人
た
ち
は
内
外
商
業
の
発
展
に
対
応
す
る
た
め
に
、
そ
の
方
面
に
多
く
の
資
本
を
必
要
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

ス
仲
介
貿
易
の
発
展
は
、
工
業
投
資
を
伴
わ
な
い
で
商
業
へ
の
大
且
盟
投
資
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
で
あ
っ
た
。
名
誉
革
命
以
後
の
イ
ギ

リ
ス
重
商
主
義
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
論
争
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
産
業
資
本
の
た
め
の
政
策
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ま

た
商
業
資
本
な
い
し
初
期
資
本
の
た
め
の
政
策
で
あ
つ
た
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
外
国
貿
易
の
構
造
的
変
化
を
無
視
し
て
は
、
語
り
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

註
一
－
一
戸
冒
音
・
員
妻
・
毒
雪
ぎ
３
嚢
；
…
二
睾
申
＝
箏
・
。
。
。
、
－
く
。
一
・
く
芦
目
。
・
。
・
一
妻
一
事
嚢
、
雷
．
よ
り
作
成
。

一
２
一
一
；
．
『
麦
琴
貫
．
。
童
葦
竃
一
貫
墨
け
二
・
身
、
、
、
＝
プ
、
旨
。
、
。
、
目
…
。
。
汁
。
。
二
。
。
。
』
二
目
ら
。
。
。
、
．
・
、
。
一
．
身
目
。
．

　
　
Ｎ
．
（
Ｈ
竃
Ｏ
）
事
Ｓ
０
』
べ
・

　
（
３
）
　
拙
著
－
資
本
主
義
の
成
立
過
程
」
（
昭
三
一
）
二
三
九
頁
以
下
。

一
４
二
；
．
勺
ユ
邑
享
．
、
真
竜
§
＝
邑
二
目
ら
葦
昌
ぎ
…
巨
。
』
、
一
、
、
、
。
。
。
。
、
一
一
、
ｃ
く
。
、
。
。
。
ざ
妻
、
妻
・
二
向
、
。
．
こ
一
．

　
　
Ｎ
目
ｑ
Ｏ
・
Ｏ
『
二
＜
◎
－
１
－
＜
一
目
Ｏ
．
Ｈ
（
Ｈ
Ｏ
ｍ
Ｈ
）

　
（
５
）
向
．
『
尋
麦
・
言
二
＞
ミ
・
ら
・
嚢
・

一
６
一
・
葦
三
・
一
琴
戸
．
。
妻
；
；
…
一
・
…
一
・
；
言
；
け
一
・
；
；
、
；
？
け
一
、
一
、
、
、
一
、
一
、
一
一
。
・
。
。
く
。
、
一
片
。
。
、
一
、
一
一
。
。
、
一
片
一
、
、
・
、
．
司
、
。
．
一
；
．

　
　
茅
二
５
＜
。
一
．
葦
二
さ
．
ド
（
嚢
◎
）
事
竃
、
鼻



（
７
）
　
大
塚
久
雄
「
ス
ペ
イ
ソ
継
承
戦
役
の
経
済
的
背
景
　
　
一
八
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義
の
一
面
－
１
」
、
同
「
一
八
世
紀
初
頭
に
於

　
げ
る
イ
ギ
リ
ス
の
対
ス
ベ
イ
ソ
貿
易
」
（
い
づ
れ
も
同
著
『
近
代
化
の
歴
史
的
起
点
」
（
昭
二
三
）
所
収
）
参
照
。

（
８
）
　
■
．
単
ｏ
ｏ
ｇ
ｑ
昌
勺
９
實
一
喜
二
一
“
二
↓
註
５
Ｈ
を
参
照
。

（
９
）
大
塚
久
雄
著
『
近
世
欧
洲
経
済
史
序
説
』
上
、
第
一
篇
、
第
二
章
。

（
１
０
）
　
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
の
羊
毛
工
業
を
禁
圧
す
べ
き
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
、
実
は
朝
野
に
か
な
り
の
論
争
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
同
時
代
の
も
っ
と
も

　
激
し
い
論
争
を
ひ
ぎ
起
し
た
か
の
東
イ
ソ
ド
会
杜
の
イ
ソ
ド
産
キ
ャ
リ
コ
輸
入
を
め
ぐ
る
ト
ー
リ
ー
と
ウ
ィ
ッ
グ
の
論
争
と
は
や
や
性
格
を
異
に

　
し
て
お
り
、
む
し
ろ
国
王
と
下
院
と
の
政
治
的
紛
争
を
っ
う
じ
て
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
間
題
が
、
他
面
経
済
間
題
と
し
て
、

　
イ
ギ
リ
ス
羊
毛
工
業
と
の
関
係
に
お
い
て
論
議
さ
れ
た
背
景
を
み
の
が
す
こ
と
は
で
ぎ
な
い
。
オ
・
Ｏ
■
箏
巳
品
プ
ｐ
貝
．
．
Ｈ
ぎ
戻
｛
『
易
。
。
｛
○
目
ｏ
｛

｝
。
オ
、
－
。
、
一
く
、
目
ま
彗
９
冨
９
Ｈ
屋
一
彗
ら
二
向
秦
茅
“
串
迂
ミ
ざ
ミ
Ｎ
守
ｅ
“
§
一
き
一
Ｌ
・
し
か
し
、
一
六
九
九
年
の
「
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
羊
毛

　
工
業
禁
圧
令
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
毛
織
物
工
業
に
お
げ
る
初
期
資
本
の
利
害
、
と
り
わ
げ
イ
ソ
グ
ラ
ソ
ド
西
部
の
織
元
の
利
益
と
結
び
っ
い
て
い
た

　
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
｝
．
司
・
内
¢
彗
目
Ｏ
｝
．
．
．
Ｈ
－
Ｏ
勺
○
旨
饒
Ｏ
巴
吋
９
０
〆
Ｏ
ｑ
８
自
箏
ら
汁
Ｏ
向
目
０
ｑ
－
｛
Ｏ
。
｝
旨
害
Ｏ
Ｐ
箏
↑
；
Ｏ
。
昌
・
－
０
爵
ー
ミ
○
○
・
、
。
向
Ｓ
・
串
・

申
Ｎ
邑
。
。
員
く
・
「
呉
昌
．
・
。
．
（
Ｈ
婁
）
事
萎
－
・
。
９

（
ｕ
）
・
｛
・
Ｏ
・
雲
ガ
穿
・
ミ
ミ
Ｈ
・
嚢
ご
嚢
ま
麦
ミ
．
（
Ｈ
婁
）

（
１
２
）
｝
・
。
・
・
。
竃
ニ
ミ
き
二
；
・
一
董
Ｑ
ミ
§
ニ
ミ
こ
～
＼
こ
§
．
（
嚢
ｏ
）
；
や
べ
－
。
・
．

（
！
３
）
　
■
・
｝
○
ｏ
争
自
昌
潟
９
■
喜
．
、
“
二
弓
争
－
０
Ｈ
一
を
参
照
せ
よ
。

（
１
４
）
｝
一
・
｝
。
き
Ｐ
向
ミ
…
ミ
婁
一
・
ミ
く
■
ミ
膏
－
妻
宕
＝
Ｐ
（
妻
・
・
）
－
勺
二
；

（
１
５
）
　
拙
著
一
、
イ
ギ
リ
ス
毛
繊
物
工
業
史
諭
」
（
閉
三
五
）
第
四
章
。

（
１
６
）
　
戸
ウ
、
く
７
。
亨
ミ
・
一
勺
・
旨
○
・
し
か
し
、
実
際
の
毛
織
物
輸
山
は
こ
の
数
字
よ
り
も
下
廻
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
Ｈ
）
プ
ニ
豪
Ｕ
ｏ
彗
Ｐ

．
．
ビ
一
。
９
、
号
巨
一
。
二
げ
。
室
童
二
く
・
・
一
；
三
鼻
・
二
ニ
ブ
ニ
誓
一
§
艘
Ｏ
邑
｛
二
言
妻
一
く
婁
．
奏
一
．
・
・
；
三
一
一
彗
）
－

　
勺
マ
Ｎ
８
．
旨
ｃ
ｏ
．

一
１
７
）
勺
こ
！
、
一
、
。
、
・
．
、
■
・
己
昌
、
。
・
一
喜
・
二
ぎ
・
三
二
ぎ
■
邑
二
・
・
巨
§
艘
ｏ
；
一
５
二
豊
』
申
姜
。
・
ｃ
・
．
－
き
一
．
三
（
冨

　
閉
○
）
や
－
邊
．

（
１
８
）
　
戸
ｂ
享
７
｛
．
ミ
ニ
？
Ｈ
竃
．

（
１
９
）
　
き
ミ
．
二
）
．
Ｈ
竃
．

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
逃
（
角
山
）

一
五
七
　
（
四
八
三
）



吃

立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
策
三
号
）

一
五
八
　
（
四
八
四
）

三
　
一
八
世
紀
後
半
の
貿
易
構
造

Ｈ
　
輸
　
入
　
構
　
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
箪
九
表
は
一
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
構
成
を
、
一
八
世
紀
初
頭
？
／
、
れ
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
噌
好
食
糧
品
　
　
第
九
表
で
喀
好
食
糧
品
（
０
ｑ
『
◎
８
２
）
と
い
う
の
は
、
茶
、
コ
ー
ヒ
、
ク
バ
コ
、
砂
糖
、
米
、
胡
抜
、
１
、
の
他
の

熱
帯
産
一
亙
熱
帯
膿
・
ま
た
は
東
洋
産
の
食
糧
品
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
秒
糖
、
糖
蜜
が
価
値
に
お
い
て
最
大
の
品
口

で
あ
っ
た
・
砂
糖
に
つ
い
で
重
妥
な
も
の
は
、
東
イ
ソ
ド
会
杜
が
ツ
ナ
か
ら
輪
入
し
た
茶
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
輪
入
さ
れ
た
食

糧
品
の
約
半
分
は
ふ
つ
う
再
輸
出
さ
れ
た
が
、
嗜
好
食
糧
品
の
輸
入
は
一
八
○
○
年
に
は
全
輸
入
楓
の
三
五
％
を
占
め
、
一
八
世
紀

前
期
と
比
べ
る
と
そ
○
輸
入
貫
臼
勿
に
お
け
る
重
要
性
は
丁
１
、
う
増
大
し
て
い
る
。

　
リ
ソ
ネ
ソ
　
　
一
七
〇
〇
年
に
輸
入
○
蹄
二
位
を
占
め
て
い
た
リ
ソ
ネ
ソ
は
、
一
八
世
紀
を
つ
う
じ
て
し
だ
い
に
、
！
、
の
地
位
を
低

下
し
て
い
っ
た
・
す
な
わ
ち
、
リ
ソ
ネ
ソ
は
は
じ
め
主
と
し
て
ド
ィ
ッ
お
よ
び
バ
ル
チ
ツ
ク
海
諸
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
。
、
！
、
こ

で
は
麻
の
準
傭
．
紡
糸
工
程
の
労
賃
が
安
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
大
姑
○
未
仕
上
げ
麻
織
物
は
、
最
初
は
オ
ラ
ソ
ダ
か
ら
、

し
か
し
○
ち
に
は
主
と
し
て
ア
ィ
ル
ラ
ソ
ド
か
ら
の
輪
入
が
増
加
し
た
。
と
い
う
○
は
、
一
七
四
二
年
に
付
加
閑
税
が
外
因
産
○
リ

ソ
ネ
ソ
に
課
せ
ら
れ
、
そ
し
て
そ
の
閑
税
○
利
益
を
も
っ
て
イ
ギ
リ
ス
産
リ
ソ
ネ
ソ
○
み
な
ら
ず
ア
ィ
ル
ラ
ソ
ド
産
○
リ
ソ
ネ
ソ
○

輸
出
○
た
め
○
輸
出
奨
励
金
を
支
払
う
た
め
に
宛
て
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
イ
ソ
ド
産
Ｏ
キ
ャ
リ
コ
．
反
物
　
　
こ
れ
は
一
八
世
紀
を
つ
う
じ
て
イ
ギ
リ
ス
輸
入
貿
易
〇
五
－
六
％
牟
、
構
成
し
て
い
た
け
れ
ど

も
・
イ
ギ
リ
ス
因
内
に
お
け
る
キ
ャ
リ
コ
使
用
供
止
（
一
七
〇
一
年
、
一
七
二
一
年
○
法
令
）
に
上
つ
て
、
、
１
，
Ｏ
ほ
と
ん
ど
す
べ
て



　
）

　
％

　
（

　
成

　
構

　
入

　
輸

劃
の

・
絆

脇
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８
世

　
刈

　
判

　
イ
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９
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０
２
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０
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●
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●
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●

●

●

ワ
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５
５
２
３
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２
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１

１
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‘
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■
　
　
　
１
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’

■
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１
’

２
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０
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７

■

■

●

●

●

５
０
６
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３

●

●

●

●
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／

１
■
４
ｎ
６
り
＾

ユ
；
：
　
　
　
，
十
弓
↓

Ｏ
０
１
■

Ｏ

６
８
３
５
１
９
５
２
７

５

●

●

●

●

●

●

１

■

●

７

７
４
５
３
６
０
１
４
４

○
乙
１
■

■
１

’

’
Ｉ
ｉ
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一
；
…
！
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１
一

Ｏ

９
６
９
３
０

Ｏ
０
８

Ｏ

●

●

●

’

●

７

６

５

５

６

３

１

１

１

一
１
・
４
・
皿

品
ソ
物

麻
花
料
材
酒

糧
ネ
版

大

－

食

ソ

コ
絹
・

子
女

リ

麻

ド

ヤ

嗜
リ
キ

亜
棉
染
木
ブ

○
年
に
は
忽
ち
全
輸
入
額
の
六
％
を
占
め
る
に
い
た
っ
て
い
る
。

な
発
腿
と
と
も
に
、
イ
ギ
リ
ス
木
棉
工
業
に
お
け
る
産
業
革
命
の
遊
展
を
反
映
し
て
い
る
。

　
木
材
　
　
家
崖
、
船
舶
の
姓
逃
に
必
要
な
木
材
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
バ
ル
チ
ソ
ク
海
に
依
存
し
て
い
た
。
大
麻
、
ピ
ソ
チ
、

タ
ー
ル
、
〆
、
の
他
ｏ
船
舳
必
俗
＾
に
つ
い
て
も
ｎ
様
で
あ
る
。
一
七
〇
五
年
、
杣
民
地
か
ら
の
船
舶
必
小
ｗ
…
の
輸
入
に
奨
励
金
が
与
え

ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
き
つ
づ
き
ン
、
れ
ら
は
北
郁
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
の
供
給
に
依
杵
し
て
い
た
。

　
フ
ト
ー
湘
　
　
輪
入
フ
ト
ー
洲
の
多
く
は
ポ
ル
ト
カ
ル
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ソ
ス
の
フ
ト
ー
湘
に
は
禁
止

的
な
閉
税
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
八
世
紀
の
は
じ
め
に
は
、
ブ
ド
ー
酒
の
輪
入
は
大
批
に
○
ぼ
っ
た
が
、
一
八
世
紀

末
に
は
あ
ま
り
重
奥
な
地
位
を
｛
め
な
く
な
っ
て
い
た
。
“
率
閑
税
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
虻
ｏ
フ
ラ
ソ
ス
製
ブ
ラ
ソ
デ
ー
が
輪
入

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
場
構
逃
（
角
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九
　
（
四
八
五
）

は
再
輸
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
、

　
そ
の
他
の
繊
維
製
品
　
　
ト
ル
コ
、
イ
タ
リ
ヤ
、
イ
ソ
ト
か
ら
の
絹
糸
、
撚
絹
○

輸
入
は
減
少
の
傾
向
を
み
せ
、
ま
た
亜
麻
・
大
麻
の
大
陸
か
ら
○
輸
入
は
一
八
世
紀

を
つ
う
じ
て
た
え
ず
コ
ソ
ス
タ
ソ
ト
の
比
率
を
保
持
し
て
お
り
、
こ
○
傾
向
は
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

世
紀
前
半
に
お
い
て
さ
え
不
変
で
あ
る
。

　
棉
花
　
　
一
八
世
紀
後
半
の
輸
入
面
に
お
け
る
も
っ
と
も
注
口
す
べ
き
点
は
、
レ

ヴ
ァ
ソ
ト
、
西
イ
ソ
ド
諸
島
、
つ
い
で
ア
メ
リ
ヵ
大
陛
か
ら
の
棉
花
輸
入
が
い
ち
じ

る
し
く
増
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
七
〇
〇
年
に
お
い
て
全
く
輸
入
が
み
ら
れ

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
七
五
〇
年
以
降
急
速
に
頭
角
を
現
わ
し
は
じ
め
、
一
八
○

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
の
ち
に
の
べ
る
綿
織
物
輸
出
の
急
速



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
○
　
（
四
八
六
）

さ
れ
、
ま
た
密
輸
入
さ
れ
た
。

　
穀
物
　
　
穀
物
は
注
口
す
べ
き
動
向
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
一
七
六
五
年
ま
で
は
輸
出
商
品
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
七
六

五
－
七
四
年
お
よ
び
一
七
九
二
－
一
八
一
四
年
の
あ
い
だ
、
穀
物
輸
出
に
支
払
わ
れ
る
輸
出
奨
励
金
は
ほ
と
ん
ど
り
！
、
の
問
支
払
わ
れ

ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
外
国
穀
物
は
税
率
を
引
き
下
げ
ら
れ
た
り
無
税
で
輸
入
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
穀
物
輸
入
は
年
ご
と
に
増

大
し
、
一
七
七
二
年
に
は
全
輸
入
の
わ
ず
か
○
・
七
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
七
九
〇
年
に
は
四
．
四
％
に
、
一
八
○

○
年
の
飢
鰹
の
年
に
は
八
・
七
％
へ
と
増
大
し
た
。

　
ま
と
め
　
　
一
七
五
〇
年
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
輸
入
貿
場
の
主
な
特
徴
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
１
　
酉
イ
ソ
ド
お
よ
び
東
洋
か
ら
の
食
糧
品
輸
入
が
全
輪
入
の
％
近
く
を
占
め
る
程
重
要
性
を
増
し
、
と
く
に
秒
糖
、
コ
ー
ヒ
ー
、

茶
の
地
位
が
坤
大
し
た
こ
と
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
輸
入
食
糧
品
の
大
部
分
は
再
輸
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
仲

介
貿
笏
の
繁
栄
は
、
決
し
て
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
新
た
な
る
発
展
で
は
な
く
、
一
八
世
紀
は
じ
め
の
貿
場
構
造
の
た
ん
な
る
拡
大

的
展
開
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　
２
　
食
糧
品
に
つ
い
で
繊
維
関
係
の
輸
入
が
更
要
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
リ
ソ
ネ
ソ
の
役
割
が
低
下
し
、
国
内
産
業
の
た
め

の
原
料
と
く
に
棉
花
、
染
料
が
一
八
世
紀
末
に
急
激
に
増
大
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
木
棉
工
業
が
い
ち
じ
る
し
く
発
展
し
つ
つ

あ
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
（
綿
糸
、
綿
織
物
の
輸
出
の
狽
を
併
せ
て
参
照
せ
よ
）

　
３
　
穀
物
は
、
一
八
世
紀
前
期
の
輸
出
商
品
の
地
位
か
ら
、
一
八
世
紀
末
期
に
は
輸
入
商
品
の
地
位
へ
逆
転
し
た
ば
か
り
か
、
一

そ
う
輸
入
増
大
の
慨
向
が
顕
著
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の
急
激
な
人
口
増
大
と

く
に
郁
市
○
工
業
人
口
の
増
大
に
よ
る
穀
物
俗
要
激
増
を
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
、
つ
。
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．
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ソ
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い
輸
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（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
第
一
〇
表
は
一
八
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
の
輸
出
構
成
を
、
一
八
世
紀
初
頭
の
そ
れ
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
〇
表
に
よ
れ
ば
、
一
八
世
紀
を
つ
う
じ
て
、
毛
織
物
、
リ
ソ
ネ
ソ
、
絹
織
物
、
綿
織
物
、
綿
糸
な
ど
繊
維
工
業
の
生
産
物
の

輸
出
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
八
世
紀
の
は
じ
め
、
お
よ
び
末
期
に
お
い
て
全
輸
出
の
％
を
構
成
し
て
い
た
。
け
れ
ど
も
同

じ
く
輸
出
繊
維
品
の
な
か
で
も
、
そ
の
品
目
構
成
に
は
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
変
化
が
み
ら
れ
る
。
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Ｏ

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
（
角
山
）

　
ま
ず
、
中
世
以
来
イ
ギ
リ
ス
輸
出
貿
易
の
大
宗
を
な
し
て
い
た
毛
織
物
は
、

一
七
〇
〇
年
に
は
し
だ
い
に
比
重
が
低
下
し
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
な
お

　
　
　
　
　
（
２
）

％
を
占
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
輸
出
量
の
増
大
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
相
対
的
地
位
は
急
速
に
下
落
し
て
ゆ
き
、
一
八
○
○
年
に

は
そ
の
輸
出
構
成
比
は
三
〇
％
を
割
る
程
の
凋
落
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は

伝
統
的
な
毛
織
物
工
業
が
も
は
や
イ
ギ
リ
ス
の
中
心
産
業
で
な
く
な
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
毛
織
物
輸
出
の
比
重
低
下
に
対
し
て
、
一
八
世
紀
末
以
降
い
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一
　
（
四
八
七
）



　
　
　
立
命
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経
済
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（
第
十
巻
・
第
三
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ニ
ハ
ニ
　
（
四
八
八
）

じ
る
し
い
躍
進
的
増
加
を
み
せ
て
い
る
の
が
、
綿
織
物
・
綿
糸
の
輸
出
で
あ
る
。
ン
、
れ
は
一
七
六
〇
年
代
頃
に
急
速
に
増
加
し
は
じ

め
、
八
○
年
、
九
〇
年
代
の
上
昇
は
驚
異
的
で
さ
え
あ
る
。
一
八
○
○
年
は
綿
製
品
の
輸
出
額
は
公
定
価
値
に
お
い
て
も
毛
織
物
と

ほ
と
ん
ど
肩
を
並
べ
、
一
八
〇
二
年
に
は
つ
い
に
毛
織
物
を
追
い
こ
し
て
第
一
位
に
進
出
す
る
。
当
時
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
イ
ギ
リ

ス
産
業
革
命
の
姿
は
、
か
か
る
綿
製
品
の
輸
出
統
計
の
う
え
に
も
っ
と
も
集
中
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
リ
ソ
ネ
ソ
お
よ
び
絹
織
物
の
輸
出
は
、
国
家
か
ら
特
別
の
奨
励
を
う
け
て
い
た
。
な
か
で
も
リ
ソ
ネ
ソ
は
、
輸
出
品
目
中
一
七
七

二
年
に
は
第
四
位
を
占
め
、
一
八
○
Ｏ
年
に
お
い
て
も
第
五
位
を
占
め
て
い
た
。

　
食
糧
品
　
　
ま
ず
穀
物
は
、
一
七
五
〇
年
代
頃
ま
で
は
収
穫
期
の
状
態
に
よ
っ
て
変
動
は
あ
っ
た
が
、
輸
出
趨
勢
は
上
向
き
で
、

一
七
五
〇
年
に
は
全
輸
出
の
約
二
〇
％
を
占
め
る
と
い
う
異
常
な
輸
出
ブ
ー
ム
を
現
出
し
た
。
け
れ
ど
も
、
一
七
六
五
年
以
降
国
内

の
供
給
は
増
大
す
る
人
口
の
必
要
を
充
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
問
一
時
的
な
豊
作
に
よ
る
輸
出
が
み
ら
れ
た
に
し
て
も
、
さ
き

に
も
の
べ
た
よ
う
に
一
八
世
紀
末
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
ま
っ
た
く
大
姓
の
穀
物
輸
入
国
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
精
糖
輸
出
は
、
一
七
〇
〇
年
の
○
・
九
％
か
ら
一
八
○
○
年
に
は
四
・
五
％
へ
と
斎
実
に
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
は
西
イ
ソ
ド
に

お
け
る
糖
蜜
牛
産
の
発
展
と
、
ブ
リ
ス
ト
ル
、
ロ
ソ
ド
ソ
に
お
け
る
精
糖
業
の
発
展
に
よ
っ
て
糀
糖
の
輸
出
が
増
大
し
た
た
め
で
あ

る
。
と
く
に
一
七
八
○
、
九
〇
年
代
に
急
速
に
発
展
し
た
。

　
鉄
　
　
一
八
世
紀
の
は
じ
め
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
外
国
へ
の
販
売
よ
り
か
多
く
ｏ
鉄
を
外
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
が
、
一
八
世
紀

末
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
鉄
お
よ
び
鉄
製
品
の
輪
出
は
、
輸
入
の
五
倍
に
達
し
、
輸
出
額
に
お
い
て
繊
維
製
品
に
つ
い
で
箪
二
位

を
占
め
ろ
に
い
た
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
鉄
○
輪
入
｝
か
ら
輪
出
因
へ
逆
転
し
た
Ｏ
は
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ダ
ー
、
ヒ
ー
に
よ
っ
て
始
わ
ら

れ
た
技
術
革
新
○
結
果
で
あ
っ
て
、
年
代
的
に
は
ほ
ぼ
一
七
四
〇
年
代
が
逆
転
期
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
、
鉄
○
輸
出
は
主
と



し
て
鍛
鉄
、
金
物
、
釘
か
ら
成
り
、
輸
入
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
、
ロ
シ
ャ
か
ら
の
良
質
○
木
炭
鉄
か
ら
成
（
ノ
て
い
た
。
輸
入
鉄
は
海
軍

や
高
質
鉄
鋼
業
者
に
需
要
が
あ
っ
た
。

　
な
お
、
第
一
〇
表
に
は
あ
ら
わ
せ
な
か
っ
た
が
、
石
炭
の
輸
出
も
輸
送
面
と
高
い
輸
出
関
税
の
障
壁
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
着
実

な
発
展
を
み
せ
、
一
八
世
紀
中
に
ほ
と
ん
ど
六
倍
の
増
加
を
み
た
。

　
ま
と
め
　
　
一
八
世
紀
後
半
か
ら
同
世
紀
末
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
輸
出
貿
臼
勿
の
主
な
特
徴
は
つ
ぎ
の
二
点
て
あ
る
。

　
１
　
輸
出
の
中
心
は
繊
維
工
業
の
生
産
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
毛
織
物
は
量
的
に
は
増
大
し
た
が
、
相
対
的
に
比
重
が
低
下
し
、

こ
れ
に
対
し
て
新
興
の
綿
製
品
は
急
激
な
上
昇
を
示
し
て
い
る
。
産
業
革
命
に
お
け
る
木
棉
工
業
の
役
割
と
毛
織
物
工
業
の
た
ち
お

く
れ
を
反
映
し
て
い
る
。

　
２
　
産
業
革
命
の
進
行
を
示
す
他
の
指
標
と
し
て
○
鉄
工
業
い
第
一
部
門
に
お
け
る
先
進
的
な
技
術
革
命
、
そ
の
結
果
と
し
て
の

鉄
の
輸
入
国
か
ら
輸
出
国
へ
の
転
換
。

註
（
１
）
　
向
・
｝
・
○
ｏ
ｏ
－
；
昌
℃
９
員
ミ
．
〇
一
“
．
ら
．
畠
．
以
下
の
叙
述
は
き
ミ
ら
一
）
」
ド
お
．
に
お
け
る
ア
シ
ユ
ト
ソ
の
コ
メ
ソ
ト
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　
（
２
）
　
こ
の
数
字
は
、
一
五
五
頁
の
声
Ｏ
葦
７
の
数
字
と
約
一
〇
％
の
ひ
ら
ぎ
が
あ
る
が
、
計
算
方
法
の
ち
が
い
に
も
と
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
昌
市
場
構
造

　
　
　
　
（
１
）

　
第
二
表
ａ
ｂ
は
、
さ
き
に
か
か
げ
た
一
八
世
紀
は
じ
め
の
イ
ギ
リ
ス
海
外
貿
場
（
第
二
表
）
と
対
比
す
べ
く
、
一
八
世
紀
末
Ｏ
海

外
貫
場
を
地
域
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
検
討
し
た
い
点
は
つ
ぎ
の
二
点
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
一
八

世
紀
後
半
以
降
に
お
け
る
輪
出
入
ｏ
構
迭
変
化
が
、
海
外
市
場
の
構
造
変
化
と
ど
の
よ
う
な
閉
連
を
も
っ
て
い
る
か
、
つ
ま
り
輸
出

入
、
ｏ
構
逃
変
化
を
海
外
市
場
ｏ
側
向
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
一
八
世
紀
は
じ
め
い
重
商
主
義
時
代
に
お
け
ろ
海
外

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
（
角
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
三
　
（
四
八
九
）
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８
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計

皿Ｖ

ドソイ東

植
地

　
民

栽
植

ｗ
ソ
島

テリブ
諸

■

一
バ

ヨ
　
ツ

南
口

皿工 　
ｏ
、

　
ノ

ヨ
　
ツ

ヒ
ロ
ー↓

．
ポ
、
、

　
ノヨ

　
ツ西

北
口

１２８，２２

４５２，２３

４３８，４

１１２，２

４５８，７

４６１，１１

４７５，２

９３１，３

８８６，１

８２６，２

５４３，３

０５８，１

６２５，２

２６２，１１

入輸

出
）

　
を

　
出

　
輸
む

　
再
含

輸
（

　
ス

ダ
入

　
ヤ

ソ
　
ン

ラ
　
、

　
ロ

オ
一

　
フ

ツ
一
，

　
ト

イ
　
ソ

ド
　
ラ

，
　
一

ス
　
ポソ
（

ラ
　
一

フ
　
リ

　
ト

ス
ソ一

カ

ダ
　
・ソ

ト
ラ
ス

フ
　
一一

イ

。
、
　
　
…

ノ
　
　
．

　
ｏ
、
ツ
　
ノ

ロ
　
　
ツ

一
　
ロ

ヨ
　
一

西
ヨ

北
北

１
■

老備

　
レ
　
ノ

　
ト

　
ヤ

　
リ

　
タ

　
イ

　
島

　
諸一

峡
工
海

ウ
　
，

ル
ソ一

イ

ノ
ベ，

ス

ク
　
，

一
ル

マ
ガ

ソ
ト

デ
ル，

ポ

ヤ
一

シ
　
一

口
。
川

，
　
ツ

ソ
　
ロ

デ
　
一

一
　
ヨ

エ
南

ウ　
■

　
　
ダ

　
　
ナ

　
　
カ

　
　
国

　
　
衆

　
　
合

　
　
カ

　
　
リ

　
島
メ

　
小
ア

　
の
　
，

　
他
島

　
の
諸

　
そ
ド

　
，
ソ

　
ド
イ

　
ソ
西

　
ラ
領

　
ル
ス

カ
イ
リ

リ
ア
ギ

フ
　
一
イ

ア
一

　
島
一

ス
諸
地

ニ
ソ
民

エ
テ
植

ウ
リ
植

　
ブ
栽

コ　
Ｗ
Ｖ

ドソラドソアフ
一ユニ

ドソイ東ｗ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
四
　
（
四
九
〇
）

市
場
と
比
較
し
つ
つ
、
一
八
世
紀
末
Ｈ
産
業
革
命
開
始
期
の
海
外
市

場
の
構
造
変
化
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
各
地
域

別
の
貿
易
構
造
を
順
を
追
っ
て
検
討
し
て
ゆ
こ
う
。

１

北
西
ヨ

ロ
　
ツ

パ

　
こ
の
地
域
と
の
貿
易
は
、
一
八
世
紀
は
じ
め
に
は
総
輸
出
（
再
輸

出
も
含
む
）
の
約
半
分
、
輸
入
は
約
％
を
占
め
、
イ
ギ
リ
ス
海
外
市

場
の
う
ち
で
も
も
っ
と
も
重
要
な
市
場
で
あ
っ
た
が
、
一
八
世
紀
末

に
は
、
輸
出
は
％
弱
、
輸
入
に
い
た
っ
て
は
一
一
％
し
か
占
め
な
く

な
り
、
そ
の
地
位
は
い
ち
じ
る
し
く
後
退
し
た
。
そ
し
て
一
八
世
紀

は
じ
め
に
は
、
大
陸
と
の
取
引
の
中
心
は
オ
ラ
ソ
ダ
で
あ
っ
た
が
、

い
ま
や
ド
イ
ツ
が
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
と
い
う

の
は
、
一
八
世
紀
を
つ
う
じ
て
イ
ギ
リ
ス
人
は
と
く
に
仲
介
貿
易
に

お
い
て
オ
ラ
ソ
ダ
人
の
強
力
な
競
争
に
直
面
し
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
戦

争
・
ナ
ポ
レ
ォ
ソ
戦
争
中
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
貿
易
の
多
く
が

ハ
ム
ブ
ル
グ
に
移
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
七
九
〇
年
以
降
、
イ

ギ
リ
ス
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
取
引
も
ド
イ
ツ
の
諸
港
を
つ
う
じ
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１
８

出
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む

輸
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輸
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０
　
０
　
５
　
ｏ
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ｏ

２
　
４
　
４
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２

　
　
０
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１
■
　
１
■

　
　
　
　
１

　
　
　
　
計

１
６

３
７

３６０，２

０１４

６２５

２
，

計

スーダソラフー

スソラフ

ツイド

ダソラオ

０１５

７３５

８
４
１
９
５
０

　
７
‘
　
ｏ
０

　
　
１
，

　
　
計

４５ユ

４５０，１

５５２

２８８，１

５４３

３
，

計

工
　
）

　
　
ヤ

ウ
　
一

　
　
シ

ル
リ

　
　
ロ

一
　
ト
一

ノ
ソ
フ

，
カ
一
，
ソ
ヤ

　
　
ト

ク
　
・
　
デ

　
　
ソ

一
　
ト
　
　
一

　
　
ラ
　
　
シ

マ
　
ス
　
　
ェ

ソ
　
一
　
ウ

　
　
ポ

デ
イ
（
ス
ロ

■

１１８

９０１

８０２

３９３

７２１

１
５

，
」
Ｕ

６９

８２６

２
，

計

８９６

６２５

３
６

８０２

６０１

４
２

７
２

８８６，１＋

三
高

ル
ソ
島
ヤ
コ
ス

カ
イ
諸
リ
　
ニ

ト
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
ノ

レ
ベ
峡
タ
　
　
ェ

ノ

ポ
ス
海
イ
ト
ヴ

皿

カリフア

ー
ユ
［
０
０
）

９
２
Ｑ
ｏ
４

１

３
０
Ｑ
ｏ

７
’
つ
ん
（
Ｏ
（
Ｏ

１

０
）
０
４
１
上

Ｑ
ｏ
７
（
）
１

，
　
　
　
　
，
２
　
Ｑ
ｏ

，
　
　
，

，

，

２
，

４
［
ｏ
■
上
１
１

２

１

計

計

５
９
４

Ｏ
Ｏ
〔
Ｊ

１

４

４

８
ｎ
◎
７

Ｏ
）
ｏ
０
７
‘
一
Ｌ
０

３

（
５
１
↓
一
Ｌ
０

８
６
２
ｏ
ｏ

，

，

８
，

「
０
１
■

４

計

計

１

１

“
ト

島

ソ

諸

ウ

ド

ア

ソ

フ

イ
国
一

ド
島

西
衆
ユ

“
ト

ソ
小

領
合
二

ラ
の

ス
カ
，

ソ

ル
他

リ
リ
ダ
ド

イ
の

ギ
メ
ナ
ソ

イ

ア
そ

イ
ア
カ
ラ

東

ｗ

Ｖ

ｗ

４５２，２３１２８，
２
２計合

て
お
こ
な
わ
れ
、
こ
う
し
て
ド
イ
ツ
は
急
速
に
輸
出
市
場
と
し
て
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
ヘ
の
輸
出
品

は
主
に
綿
織
物
、
毛
織
物
、
砂
糖
で
あ
っ
た
。

　
フ
ラ
ソ
ス
と
の
貿
易
は
、
一
七
八
六
年
の
イ
ー
デ
ソ
条
約
と
一
七
九
三
年
の
戦
争
勃
発
の
短
い
期
問
に
活
液
な
収
引
が
お
こ
な
わ

れ
た
以
外
、
両
国
の
政
治
・
外
交
・
関
税
上
の
長
期
に
わ
た
る
帆
櫟
に
よ
っ
て
、
貿
場
は
少
額
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　
　
　
一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
（
角
山
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五
　
（
四
九
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）

一
六
六
　
（
四
九
二
）

　
皿
北
部
ヨ
ー
ロ
ッ
バ

　
こ
の
地
域
と
○
取
引
の
性
格
は
一
八
世
紀
は
じ
め
と
変
ら
た
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス
は
相
か
わ
ら
ず
こ
こ
か
ら
木
材
、

船
舶
必
需
品
、
良
質
の
銑
鉄
○
供
給
を
え
て
い
た
が
、
一
七
六
〇
年
以
降
は
主
と
し
て
ロ
シ
ャ
と
の
取
引
○
増
大
○
た
め
に
輸
入
は

増
加
し
た
。
し
か
し
輸
出
は
た
い
し
て
延
び
な
か
っ
た
。

　
皿
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
一
八
世
紀
は
じ
め
に
は
全
輸
出
額
○
×
を
占
め
、
イ
ギ
リ
ス
第
二
の
輸
出
市
場
で
あ
っ
た
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
い
ま
や
％
に
も
充

た
な
い
額
し
か
占
め
な
い
。
か
か
る
ス
ペ
ィ
ソ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
市
場
○
後
退
は
、
イ
ギ
リ
ス
毛
織
物
工
業
○
地
位
の
相
対
的
低
下
と

関
係
が
あ
る
が
、
直
接
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
と
ス
ペ
ィ
ソ
と
の
あ
い
だ
の
相
つ
ぐ
戦
争
の
た
め
で
あ
る
。
た
だ
ア
フ
リ
ヵ
と
の
貿
身
が

一
七
六
〇
年
以
降
輸
出
が
い
ち
じ
る
し
く
増
大
し
、
一
八
世
紀
末
に
は
や
や
減
少
し
た
が
一
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
近
く
を
占
め
、
こ
の
方

面
で
は
最
高
の
輸
出
額
を
示
し
て
い
る
。

　
ｗ
　
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
そ
の
他
の
小
島

　
こ
の
地
域
と
の
貿
場
は
、
一
八
世
紀
は
じ
め
に
は
年
輸
入
額
は
三
〇
万
ポ
ソ
ド
で
あ
っ
た
が
、
一
八
世
紀
末
に
は
二
五
〇
万
ポ
ソ

ド
と
な
り
、
一
方
輸
出
額
は
二
五
万
ポ
ソ
ド
か
ら
三
〇
〇
万
ポ
ソ
ド
ヘ
と
い
ち
じ
る
し
く
蛸
大
し
て
い
る
、
ア
イ
ル
ラ
ソ
ド
帆
民
地

は
イ
ギ
リ
ス
エ
業
製
品
０
１
市
場
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
ヘ
は
家
畜
、
バ
タ
ユ
！
、
Ｏ
他
○
農
、
産
物
を
輸
出
し
て
、
刈
大
す
る
人
口
○
企
糧



需
要
を
助
け
た
。
た
ん
に
貿
易
面
に
お
い
て
意
外
に
大
き
た
役
割
を
果
し
た
○
み
な
ら
ず
、
激
増
す
る
北
部
工
業
地
帯
○
労
働
力
需

要
に
対
し
て
、
多
量
の
安
い
労
働
力
を
供
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ィ
ル
ラ
ソ
ド
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
陰
の
功
労
者
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

Ｖ
　
栽

植
植
　
民
　
地

　
こ
の
地
域
と
の
貿
易
は
、
一
八
世
紀
末
に
は
他
の
地
域
を
は
る
か
に
圧
し
て
も
っ
と
も
重
要
な
市
場
と
な
っ
た
。
輸
入
、
輸
出
と

も
ほ
ぼ
％
近
く
を
占
め
て
お
り
、
か
つ
て
の
南
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
市
場
と
盛
衰
が
入
れ
か
わ
っ
た
か
た
ち
で
あ
る
。

　
ま
ず
西
イ
ソ
ド
植
民
地
と
の
貿
易
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
の
精
糖
業
お
よ
び
木
棉
工
業
が
大
き
な
発
展
を
す
る
に
つ
れ
て
、
ま
す
ま

す
原
料
供
給
地
と
し
て
の
役
割
が
増
大
し
、
貿
易
額
も
着
実
な
上
昇
を
示
し
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
ヵ
植
民
地
は
イ
ギ
リ
ス
重
商
主
義

の
束
縛
か
ら
脱
し
て
独
立
戦
争
を
起
し
た
の
で
、
そ
の
間
に
貿
場
は
停
滞
し
た
け
れ
ど
も
、
独
立
達
成
後
は
再
び
イ
ギ
リ
ス
と
の
貿

易
が
回
復
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
ヘ
棉
花
、
穀
物
な
ど
第
一
次
生
産
物
を
輸
出
し
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
繊
維
製
品
、
鉄
製
品

な
ど
工
業
生
産
物
を
輸
入
し
、
国
際
収
支
は
大
幅
の
輸
入
超
過
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
の
逆
調
を
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ソ
ド
ヘ
木
材
、

魚
類
な
ど
を
輸
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
西
イ
ソ
ド
と
は
輸
入
超
過
で
、
こ
う
し
た
三
角
貿
場
の
決
済

に
よ
っ
て
、
東
イ
ソ
ド
ヘ
の
ご
と
く
正
貨
を
輸
送
す
る
必
要
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
点
が
特
徴
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
世
紀
中
頃

に
な
れ
ば
、
ア
メ
リ
ヵ
の
国
内
に
お
け
る
産
業
革
命
、
生
産
力
の
順
調
な
発
展
○
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
と
○
貿
場
収
支
は
黒
字
に
な
る
。

ｗ
　
東
　
　
イ
　
　
ソ

一
八
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
構
造
（
角
山
）

一
六
七
　
（
四
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
八
　
（
四
九
四
）

　
こ
の
方
面
と
の
貿
易
は
あ
い
か
わ
ら
ず
東
洋
の
特
産
物
の
輸
入
超
過
（
輸
入
貿
房
で
は
栽
植
植
民
地
に
つ
い
で
第
二
位
）
で
、
銀

の
輸
出
を
も
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
一
八
世
紀
の
は
じ
め
と
終
り
と
で
は
輸
入
品
目
に
大
き
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
世
紀
は
じ
め
は
イ
ソ
ド
産
の
キ
ャ
リ
コ
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
は
ツ
ナ
産
の
茶
が
大

量
に
輸
入
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
ま
た
、
一
八
世
紀
末
に
は
イ
ギ
リ
ス
エ
場
制
の
産
物
で
あ
る
綿
織
物
が
ベ
ソ
ガ
ル
に
市
場
を
見
出

し
は
じ
め
た
こ
と
は
、
こ
の
方
面
の
貿
易
も
い
ま
や
大
き
な
曲
り
角
に
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

註
（
１
）
　
■
・
口
・
ｏ
ｏ
争
自
昌
喝
ざ
■
民
ミ
“
６
“
○
ミ
葛
§
向
Ｈ
§
き
９
ミ
室
“
３
§
ミ
ー
ミ
§
・
（
Ｈ
８
０
）
一
勺
や
ミ
ー
一
〇
◎
・
よ
り
作
成
。


